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田邊  ノーンパーマ ンの灌概体系

写真5 支谷 ・扇状地型灌瀧体系を形成 するラー ンナータイの伝統的な二重堰

    (ノ ーンパ ーマン堰,1975年3E)

   急傾斜地点では二重の格差が設けられる。堤体は無数の杭木で築造さ

   'れている。乾季の渇水期であるため,越 流水脈は越流吐のみに落ちる。

杭を多量に打ち込んだものが多い。特に急傾斜の取水点では,主 堰 と支堰で二重の落

差を設けて落す二重堰の形態をとる(写真5)。 これらの支谷 ・扇状地の伝統的な堰の

ほとんどは毎年雨季直前に改修普請をくりかえす一時的な仮締切堰である。 これ らの

地域における,9.月 か ら10月の集中豪雨による流量の急激な増加と鉄砲水の出水は,

部分的にこれらの堰を破壊 し,集 落 ・耕地に対する洪水を防止 ・緩和させることにな

る。このような堰の構造は,必 然的に水がかりの農民の組織された労働力の投入によ

る毎年の普請工事を不可欠のものとするのである。

 一方,ピ ン川本流沿い沖積平野の水田灌概体系は,ピ ン川本流に取水する大規模な

堰を有し,支 谷 ・扇状地より大面積の水がかりを形成する。後者の水がか りは20qラ

イ (1ラ イニ1,600m2)程 から1,000ラ イに満たない規模であるのに対 し,前 者は一

般的に数千 ラィか ら時に1万 ラィ以上に達する。堰の構造形態も本流の舟運を可能 と

するための舟通 しなどが設 けられ,杭 材を打ち込んだものから,丸 材を組合せ,そ の

間に岩石を敷きつめた半恒久的構造をもつものまである。チェンマイ市域南東端のピ

ン本流に19世紀末にかけられたPhaya Kham堰 は幅17m長 さ106 mに および,

その水がかりはサーラピー郡まで約10,000ラ イ,10数 力村にわたる入会用水を形成 し

ている(写 真6,7)。 このような沖積地型の伝統的な堰は,チ ェンマイ盆地内でピン

本流に沿って19カ所存在する(図6)。 この種の大規模な堰においても,ほとんど毎年,
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破損箇所の改修と用水路の底凌えが,水 がか りの用水受益者の手によって行なわれる

ことは,支 谷 ・扇状地型の堰の場合と同じである。

 このように支谷 ・扇状地と沖積平野の灌概体系は,構 造的,形 態的にはきわめて類

似 したものであるにもかかわらず,用 水供給の機能的側面においては格段の差が認め

られる。 しか しさらに上位のオーダーで用水供給を安定的に可能とするもう一つの灌

概体系が認められる。扇状地 ごとの小規模なシステムにおいては,谷 口の扇頂部に取

水し,扇 央部に用水路をまわ して分水する方法がとられるが,扇 状地面全域にわたり

有効に分水することは,そ れ らの支流の流量の制約からきわめて困難である。このこ

とは,あ る0定 の条件下で安定 した用水確保をしていた扇状地面において,人 口圧の

もとで開墾,新 村形成による水田面積拡大が行なわれた場合,用 水をめぐる水収支の

均衡が崩れ,不 安定な状態におちいることを意味する15)。一つの井郷 ・用水組織内部

における不安定はもとより,上 流 ・下流に複数の用水組織が存在する場合,こ の用水

不安定は必然的に組織間の水論の先鋭化をひきおこすことになる。このような用水不

安定の発生 とは,取 水源の流況,導 水 ・分水する用水路の微地形的 ・土壌的条件など

に規定される水収支の均衡が,水 田面積拡大を直接的契機として崩壊することにほか

ならない。この崩壊のメカニズムは,支 谷 ・扇状地はもとより,比 較的水源の供給量

が豊富な沖積平野の灌概体系においても同様である。この用水不安定のメカニズムを

技術的に克服するシステムは,よ り豊富な本流水源に取水 して,扇 状地 ごとに独立的

に成立 した原初的な灌概体系を横断的に統合する井堰合 口事業による,統 合井堰の創

出である。統合井堰の水がかりは,は るかに大規模となり,チ ェンマイ盆地では数万

ライ以上に達する。

 以上のごとく,チ ェンマイ盆地における灌灘体系には,地 形的 ・水文的条件,あ る

いはそれ らの制約を技術的にいかに克服するかという点で,三 つのレベルの異なる類

型を設定することができる。それらの灌概体系を模式的に示 したのが図5で あり,そ

れぞれの大まかな灌概面積の規模は,支 谷 ・扇状地型体系(102-103ラ イ),沖 積平

野型体系(103-104ラ イ),統 合井堰型体系(104ラ イ以上)で あり・ 明 らかにレベル

のちがいが認められる。

 山間盆地の灌概体系の3類 型は技術論的にはレベルのちがいだけであり,山 間盆地

の生活空間にもっとも適応 した重力式灌概そのものの発展拡大にすぎない。幹線用水

路か ら最末端の一筆耕地にいたる分水のシステムもまったく同質的な形態をとる。取

水=堰は一般にfaiと よばれるが,分 岐点ごとの小規模な分水堰はtaeと よんで区別さ

15)特 に近年における乾季稲作の導入による乾季の用水不足が各地で目だつ。
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写真6 渇水期 における,ピ ン川本流に架設 されたPhay互Kham堰(1975年2月)

       チェンマイ盆地の沖積平野型灌慨体系を形成する典型的な堰。

 写 真7

.Phayi Kham堰 頭 か らあ らた に 開

 削 され た 幹 線 用 水 路Mttang N5ng

 H5i(1975年2月)
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図5 チェンマイ盆地における灌瀧体系の3類 型

れる[MET・1965:PP・181],[THAMMARAcHAMuwAT,1971:P.204]。

 分水体系は基本的に,唯 一の取水源か らしだいに 小規模な分水施設(tae)を へて

各一筆に面的に配分する,流 水による樹枝状分水体系を形成 している。この樹枝状分

水体系は唯一の水源と,そ こから供給される限られた流水の配分という機能を有 し,

きわめて自己完結的性格をおびている。 また堰 ・用水路mUangの 不完全性,す な

わち毎年の堰普請 ・底凌えの必要性および限定された用水の配分の必要性は,そ こに

一定の秩序すなわち水利慣行を発生させる。この水利慣行を体現 し,施 設の管理 ・維

持,用 水配分を実現 していく社会組織として,用 水組織が存在する。山間盆地の重力

式灌概にみ られるこのような社会的機能の特徴は,先 に述べた灌概体系の3類 型にお

いて共通にみ うけられる。

2) 灌概農業の展開過程

 北 部 タイ に お け る先 史 時 代 の 稲 作 開始 を示 唆 す る考 古 学 的 資 料 は きわ め て とぼ しい。

近 年 のGormanに よ る"Banyan Valley Cave"(Mae Hsng Ssn県Mae Hsng

S5n市 郡)に お け る炭 化 米(ca l,000B.C.-ca 700A.D.)の 発 掘 は,そ の 数 少 ない

例 の一 つ で あ るが,考 古 学 的 研 究 は ま だ そ の端 初 に つ い た にす ぎな い16)。 一 方,渡 部

に よ る各 時 代 の 遺 跡 レ ンガ 中 の籾 型 の 形 態分 類 と地 域 的 分布 の分 析 は,北 部 タイ か ら
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デ ル タ縁 辺 の扇 状 地 ・段 丘 複 合 地 域 にお い て,6-11世 紀 頃 ま で 焼 畑 あ る い は畑地 に

お け るモ チ陸 稲 と,新 しい水 田 の作 物 と して の モ チ水 稲 の双 方 が 広 く共 存 して い た こ

と を明 らか に した[渡 部,1970:P.i i;1975a:pp. 6-1Q]。

 モチ 水稲 は そ の後,タ イ国 の 大 部分 の地 域 にお け る優 占種 と して 拡 大 す る が,15-

18世 紀 頃 か らデ ル タを 中心 に ウル チ 水稲 へ の変 遷 が み られ,18世 紀 以 降,北 部 タイ と

東 北 タ イの 一 部 を の ぞ く全 地 域 で は ウル チ水 稲 へ 急 速 に置 きか わ って い った[渡 部,

1970:pp.49-50]。 そ こで北 部 タ イ 山間 盆地 は,雲 南 省 西 南 部,シ ャ ン高 原0北 部 ラ

オ ス と と もに,後 発 の ウル チ水 稲 の伝 播(ベ ンガル 系 列 水 稲 群)の 波 及 を比 較 的 受 け

ず,古 来 の モ チ稲 栽 培 の伝 統(メ ー コ ン系 列 水 稲群)を 残 存 させ て い る地 域 と して 位

置 づ け られ る ので あ る[渡 部,1975b:PP.20-23]。

 で は,焼 畑 か ら定 畑 にお け るモ チ陸 稲 栽 培 の 長 い 期 間 をへ て,6-11世 紀 の モ チ陸

稲 ・モ チ 水稲 の 共存 の時 期以 後,北 部 タ イ の稲 作 はい か な る展 開 を示 した で あ ろ うか。

13世 紀 以 前 の この地 域 に お け る稲 作 の態 様 を,パ ー リ語 諸 年 代 記, ラー ンナ ー タイ

諸 年 代 記 な どの記 事 の 中 に見 出す こ とは で き な い。 しか し13世 紀以 前 に お いて,陸

稲 の畑 で の 栽 培 か ら,降 雨 を 保 水 させ る た め の畦 畔 を と もな った傾 斜 畑,す な わ ち原

初 的 な天 水 田を へ て[渡 部,1975a:P,7],扇 状 地 や 支 谷 に お け る 比 較的 小規 模 な灌

概 体 系 を有 す る水 稲耕 作 と して 成 立 した こ とは十 分 予 想 され う る。 そ して少 な くと も

13世 紀 の モ ー ン族 のHaripunchai(Haripu� aya)朝 末 期 まで に は, ピ ン川 両 岸 の

扇 状 地 は もと よ り,沖 積平 野 に も堰 ・用 水 路 に よ って灌 灘 さ れた,移 植法 を と もな う

水 稲 耕 作 が 広 範 囲 に展 開 した こ とが 『Y6nok年 代 記 』Phongs縢ad縅 y�okに つ

づ られて い る17)[PRACHAKITCHAKDNRACHAK,1973:p.254]。

 比 較 的小 規 模 な扇 状 地 型 の 灌瀧 体 系 は,年 代 的 に は確 定 で き な い が,Mangr緤王

(1258-1317A.D.)以 前 の 古 い タイ 系諸 王 朝 に おい て も建造 さ れ た とみ え,古Chiang

Saen王 朝 の神 話 ・伝 承 を 伝 え るい くつ か の年 代 記 の 中 に, Chiang Saen地 方 のMae

16)``Banyan Valley Cave"の 炭 化 米 につ い て は[CHIN,1973:pp.14-15;1975:P・11]参 照 。

 一 方,東 北 タ イ にお いて はGormanに 先 立 ってSolheim IIら が, N� Nok Th�(Kh5n Kaen

 県Ph倞iang郡)の 発 掘 にお い て青 銅 器 時代 の 層 位 の土 器 片 に穀 粒 と籾 が らの 圧痕 を 発 見 し,

 0η 忽5α 励α と確 認 され,そ の年 代 は3,500B.C.以 前 と され てい る[SoLHEIM II,1972:P.12],

 [BAYARD,1972:P.135】,[渡 部,1975a:P.5]。 ま た,4,000-3,000 B.0.と 推定 され る 同 じ東 北

 タ イ,B縅 Chiangの 後 期新 石 器 時代 の層 位 に お いて も籾 が らが発 見 され て お り[CHIN,1973:

 PP.14-15;1975:P, ll],東 北 タ イに お いて は,少 な くと も3,500B.C.前 後 に は稲栽 培 が行 な

 われ て い た と考 え られ て い る。

17) 『Y�ok年 代 記 』 に は苗khao k互(C.T.:kh痂 kl�)の 語 が みえ る[PRAcHλKIT6HAK5N軸 一

 CHAK,1973:p.254]。
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S緤川 か ら導 水 す る堰 ・水 路 の 建設 が あ らわ れ て い る18)[PRACHAKITCHAKDNRACHAK,

1973:P.144]。 いず れ に しろ チ ェ ンマ イ の よ うな大 きな 山 間 盆地 に お いて は,比 較

的小 規 模 で,施 設 の築 造 ・開 削 も容 易 な 支谷 ・扇 状 地 型 の灌 瀧 体系 に依 存 す る水 稲耕

作 か らは じま り,し だ い に ピ ン本 流 に架 設 す る数 十mか ら100m余 に達 す る大 規 模

堰 を有 す る沖 積平 野 型灌 概 体 系 の稲 作 へ と展 開 して い った と推 定 され る。

 しか し これ ら13世 紀 頃 の チ ェ ンマ イ盆地 の 体 系 は か な り不 完全 な もの で あ った ら し

く,Hariphunchai奪 取 を 目前 に して, Chiang R緤のMangr緤王 か ら間 諜 工 作 の

命 を受 け,モ ン王 朝 最 後 の 王Y3b繧ﾌ も とに 派 せ られ たAi F�(Khun F�)は,各 地

の 陸稲 ・水 稲 を含 む 稲 作 状 況視 察 の結 果,堰 ・用水 路 の状 態 が 悪 い た め稲 が炎 暑 の 中

で 多 く枯 死 して い る ζ とを 指摘 して い る[PRACHAKITCHAKDNRACHAK,1973;p.254]。

そ こで小 暦642年(1270A.D.),落 日の モ ー ン族Hariphunchai朝 最末 期 の チ ェ ンマ イ

盆地 に お い て,タ イ系 のAi F繧ﾌ 監 督 指 導 の も とに,驚 異 的 に 大規 模 な井 堰 合 口事 業

が 敢 行 され る。盆 地 谷 口 の テ ェー ン川Nam Mae Taeng口 に取 水堰 を架 設 し,ク ワ

ン川Nam Mae Kwangに 落 すKhaeng用 水路(M俉ng Khaeng, M俉ng Khaen)

に よ る 巨大 な 統 合 井 堰 が か りの創 出 が そ れで あ る(図6)。

 1975年,Mae Faek頭 首工 灌 瀧 局 技 官Ph繦ap Th5gsingお よ び筆 者 らの踏 査 に

よ って,こ のKhaeng用 水 路 の遺 構 が,!930年 代 に着 工 さ れた 近代 的 合 口事 業 と し

て のMae Faek用 水 幹線 用 水 路 とほぼ 平 行 して ピ ン川 左 岸 に走 行 し,現 頭 首 工 か ら

わず か80m上 流 の取 水 点 か らSans緤郡 まで 約27kmに 達 す る ことを 確 認 で きた19)。

彪 大 な農 民 労 働力 の徴 発 に よ って,乾 季 の わず か4カ 月 で 全 長17,000ワ ー(34 km)を

開 削 した と伝 え られ る こ の大 土 木 工事 の敢 行 は,モ ン支配 権 力 の衰 亡 と タ イ系 勢 力 の

勃 興 とい う象 徴 的 事 件 を もた らした の で あ る20)[PRACHAKITCHAKDNRACHAK,1973:

pp. 255-258]。 以 降, Mangr緤王 に よ る1291年 のHariphunchai奪 取 を契 機 に北 部

タ イ 山間 盆地 に お け るThai Yuan族 を 中心 とす る ラー ンナ ー タ イ の支 配 が確 立 して

い く。

18) 『Yδnok年 代記 』 以 外 に も, Mae S緤川 の用 水 工 事 の 記 事 は 各 種年 代 記 に あ ら わ れ る

 [NoTToN,1926:p.157],[TAMNAN SINGHANAwAT,1969:p.13]。

19)Khaeng用 水 路 を基 幹 とす る ラー ソナ ー タ イ古 代 の合 口事 業 の 位置 比定 に関 して は,多 く

 の議 論 が あ るが,そ の 中心 的課 題 は,盆 地 中央部 の ピン本 流 に取 水(Wang L縊用 水 路),も

 し くは そ の分 流 に取 水 す る(KaeQ用 水 路)沖 積 平 野型 体 系 に 比定 す るか,も し くは ピ ン谷 口

 に取 水 した左 岸 の小 扇 状 地 群 を横 断 してSans緤郡 の広 大 な ク ワ ン川 扇 状地 端 まで を も0拠 に

 包 含 す る統 合 井堰 型 体 系 で あ った か とい う問 題 に あ る[TANABE,1975:P.76],[KRAIs了;1965a:

 P.lI]。

20)モ ン支 配 の 時期 にお い て もユ ァ ンThai Yuanラ ワLawaな どの 諸 民族 が被 支 配 民 族 と し

 て居 住 して いた と,Sanguanは 推 定 して い る[SANGUAN,1962:P・85]。
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図6 チェンマ イ盆地 の灌瀧事業



田邊  ノー ンパーマンの1笙慨体系

 ラー ンナー タ イの 支配 を支 えた 生 産 基 盤 は水 稲 耕 作 で あ り,稲 作 に よ る生 産 の 安 定

は 灌概 体 系 の整 備 を 一 つ の重 要 な条 件 と して い た 。 そ の た め,チ ェ ンマ イ の中 央 政 府

は もと よ り各 盆 地 に君 臨 した小 家 産 的権 力 は,生 産 安 定 を はか るた め,村 落 レベル の

協 業 で 完 結 す る原 初 的な 支谷 ・扇 状 地 型 体 系 を 越 え て,沖 積 平 野 型 体 系 さ らに は統 合

井 堰 が か りの 創 出 を と お して 生 産 基 盤 整 備 に の りだ して い った[石 井,1975:PP・

21-26],[田 辺,] 976]。13世 紀 以 降,各 山間 盆 地 ご とに 展 開 さ れ た チ ェ ンマ イ 王室 あ

るい は各 国 主 権 力 に よ る灌 概 事 業 の 数 々は,こ の よ うな 生 産 に お け る超 村 落 的 な 組織

的 協 業 の結 実 で あ った21》。 巨大 な頭 首 工 建造 と 長 大 な 幹 線 用 水 路 開 削 を 前 提 とす る

井堰 合 口事 業 さ え も,決 して今 世 紀 にお け る近 代 的 投 資 材 に よ る政府 事 業 にの み属 す

るわ けで は な く,す で に ラー ンナ ー タイ古 代 に お いて 顕 著 な 展 開 を 示 したの で あ る

[TANABE,1975:pp.73-77]。

 長 い間 ビル マ,シ ャムの 間 の 接触 地 帯 に あ って 緩 衝 国 的機 能 を た もった ラー ンナ ー

タ イ は,19世 紀 末,バ ンコ クの シ ャム 中央 政 府 の地 方 統 治 の0環 に組 み こ まれ て い く0。

19世 紀 末 か ら今 世 紀初 頭 にか けて の チ ェ ンマ イ の灌 概 農 業 を特 徴 づ け る のは,政 治権

力 を 失 った 旧 チ ェ ンマ イ王 室,各 国 主,あ る い は 旧貴 族 に よ る用 水 の私 的 経 営 の 進 展

で あ る[田 辺,1976]。 今 世 紀 初 頭,Grahamは 村 落 レベ ル の協 働 労 働 に よ って 維 持

され る支谷 ・扇 状地 の小 規 模 な堰 ・用 水 路 の 存在 と と もに,水 が か り面積 が2,000エ ー

カー(5,771ラ イ)に も達 す る沖 積 地 型 体 系 の よ うな 大規 模 な もの の ほ とん どが,用 水

料 収 取 を 目的 と した 貴 族 層 の 私 的 経 営 に 属 して い る こと を 指 摘 して い る[GRAHAM,

1924:P,341 J。 先 にあ げ た チ ェ ンマ イ南 東 のPhay絳ham用 水 も,そ の よ うな用 水

料 収 取 を 目的 と して,19世 紀 末 に完 成 した もので あ る。

 ま た この時 期 には,灌 概 体 系 の 私 的経 営 と併 存 して,す で に シ ャム 中央 政府 に よる

管 理 支配 も展 開 しつ つ あ った。 中央 政府 内務 省 の直 轄 下 にお か れ た この地 域 で は,チ

ェ ンマ イ駐 在 の高 等 弁 務 官Kh緲uang Yaiを 中心 に,各 県 V muangの 弁 務 官 お よび

そ の管 轄下 に おか れた 旧 国 主 ・貴 族 層 の も とに,用 水 ・灌 概 体 系 の 整 備 が 国家 的 開発

事 業 の 一 猿 と して遂 行 され る こ とに な る。 灌 概 体 系 の用 水 権 を 有 し,現 物納 の用 水 料

を受 益 者 の 農 民 か ら徴 収 す る旧 国 主 ・貴 族 層 の 用 水 経 営 も多 くの場 合,修 復 ・管 理 に

彪 大 な 出費 を 要 し,政 府 が そ れ らの 用水 権 を買 い取 って管 理 ・維 持 を 行 って い くケ ー

ス が 多 くな る。

 現 在 の メ ー ク ワ ン用水 の祖 型 をな したPhataek幹 線 用 水路 は,チ ェン「7イ王 家 の

21) チ ェ ンマ イ盆地 以 外 の 灌1既事 業 の 歴 史的 展 開 に つ いて は,Nan盆 地 な ど の 事 例 が あ る

 [TANABE,1975:PP.76-77],[田 辺1976]。
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血 す じを ひ くdhao Ratchaphakhinaiが,自 らの資 本 を 投 じて1930年 代 に開 削 した

もの で あ り,ド ー イサ ケ ッ ト郡 の 比 較 的 小規 模 な合 口事 業 で あ った。 毎 年 の 改修 工 事

の 彪 大 な 出費 の た め 経 営 維 持 が 困難 とな り,最 終 的 に彼 は用 水権 を 放 棄 し,第 二 次

大 戦 後,農 務 省 灌 瀧 局 に よ って よ り 大規 模 な 合 口事 業 と して 再 編 され て 完成 を み た

[KRoM CHoNPRATHAN,】969:PP.3-4]。 この よ うに19世 紀 末 以 降,初 期 の 内務 省 管

轄 の 時 期 をへ て,1927年 の 農 務 省 灌概 局Krom Chonprathan設 置以 降 の本 格 的 な灌

瀧 事 業 を つ う じた農 業 開 発 政 策 の 展 開 に と もな い,比 較 的規 模 の大 き な既 存 の灌 概 体

系 の 買収 と統 合 整 備,さ らに あ らた な大 規 模 合 口事 業 が,中 央 政 府 の管 理 の も とに実

現 して い く[KRAsuANG KAsET,1957:PP.138-143]。

 図6,表3は 灌 瀧 局 に よ る本格 的 な灌 瀧 体 系 整 備 開 始以 降 の チ ェ ン マ イ盆地 の灌 概

体 系 の展 開 を示 した もので あ る。政府 灌 瀧事 業 khr6ngkan chonprathan luangと し

て,1828年 のMac Faek統 合 井 堰 工 事 以 降,完 成 を み た4つ の合 口事 業 は,チ ェ ン

マ イ盆 地 の大 半 を カバ ー し,受 益 面積 は289,900ラ イに の ぼ る。

.一方,古 来 か ら村 落 レベ ル の 協働 労 働 に よ って 築 造 ・管 理 維 持 さ れて きた 支 谷 ・扇

状 地 型 の小 規 模 体 系,さ らに は ピ ン本 流 沿 い の若 干 の沖 積平 野 型 体 系 は,全 面 的 に 政

府 が管 理 ・維 持 す る政 府 灌 滅 事 業 と異 って,特 定 の場 合,政 府 の資 金 ・技 術 面 の援 助

が与 え られ るが,基 本 的 に農 民 の 伝 統 的 な 管 理 ・維 持 に ゆだ ね られ た 民 間 灌 滅 事 業

khr6ngkan chonprathan ratsad6nと して区 別 され る。 民 間灌 概 事 業 は,チ ェ ンマ

イ盆 地 のみ で な く,主 と して ピ ン川諸 支 流 の チ ェ ンマ イ,ラ ム プ〒 ン両 県 の全 域 に お

い て2,009カ 所,灌 瀧 水 田面 積70万 ライ にの ぼ る。 チ ェ ンマ イ県 の み に 限 って い え ば,

全 水 田面 積706,010ラ イ (1974年)の う ち,政 府 灌 概 事 業 約27万 ライ(38%),伝 統 的

表3 チ ェンマイ盆地 の灌瀧事業

Pr(顛ect Province
 Construction

   yea「

started completed

Irrigated

   ral

area

   ha

  State
O      ,         ●

1rrlgatlon
    .

prqect

Mae Feak

Mae Ping Kao

Mae Kwang

Mae Taeng

Ch量ang Mai

Chiang Mai-Lamph百n

Chiang Mai

Chiang Ma三

1928  1936

1937  1941

1948  1954

1963  1972

70,000

44,900

60,000

115,000

11,200

7,184

9,600

18,400

289,900 46,384

PeOPle
O     O        O

lrrlgatlon
    ●

pr(りect

Chiang Mai-Lamph百n 一   1975 705,478 112,876

995,378 159,260

出所:Krom Chonprath互n(Royal Irrigation Department),「1972a=pp.1-2].

     from Chonprath互n d五n Ph互yap, Krom Chonprath5n, Mar.1975.

Personal Communication
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な灌概体系による民間事業44万 ライ (62%)で ある。

 このように北部タイでもっとも政府事業が発達 した地域の一つであるチェンマイ県

においても,近 代的投資材による農業基盤整備は,チ ェンマイ盆地にのみ限られ,盆

地縁辺や山間の支流域の大半は,古 来か ら継承されてきた伝統的な灌概体系に依存す

る稲作が展開するのである。さらにラーンナータイ古代以来の統合井堰がかりを踏襲

・改変し,あ るいは湖盆のピン旧河道の伝統的な水路を改変しつつ,よ り機'能的に再

編 ・拡大された近代の合口事業 も,そ の末端の分水体系については,ほ とんどの場合,

旧来の伝統的な分水路を利用 している。しかしこれらの統合井堰がかりでは,用 水の

配分,施 設の改修 ・普請などの伝統的な水利慣行およびそれを管理 ・維持する用水組

織は多 くの場合消滅しつつある。 したがってラーンナータイの伝統的な水稲耕作の技

術体系の本来的な形態は,そ れが基本的に灌概体系を中枢に形成されているがゆえに,

近代的統合井堰がかりからはずれた盆地縁辺の支谷 ・扇状地やさらに深い山間支谷に

多く残存 しているのである。

 ラーンナータイの稲作技術体系を明 らかにするため,次 にまず,伝 統的な灌概体系

が温存され,村 落社会の中で現実に機能 しているメー リム川流域の一村落の概況を述

べ,さ らにこの灌概体系をめぐる技術 ・用水組織 ・水利慣行について分析する。

皿.ノ ー ン パ0マ ン 村 概 況

1.ノ ー ンパ ー マ ン の 歴 史

 3月 の チ ェ ンマ イ は乾 季 の後 半,い わ ゆ る暑 季 の乾 き き った 暑 さに よ ど んで い る。

チ ェ ン マ イ王 城 の 環濠 に沿 って 植 え られ た,ひ ろ く孔 雀 尾 木 の優 美 な 名 で 呼 ば れ て い

る火 焔 木somph5(C.T.:h縅g noky佖g farang,1)elonix regia)は,暑 季 の け む った

空 に め くる め く赤 さで か が や い て い る。 チ ェ ンマ イ 王城 北 門,す なわ ち白 象 門Prat�

Ch縅g Ph俉kを す ぎ る と,一 路 北 行 して ビル マ との 国 境 の 町F縅gに い た る古 い 街

道 が つ づ く。西 側 に は,か の ドー イ ス テ ー プ仏 舎 利 寺Wat Phrathat D5i Suthepの

建 つD5i Suthepを 前 山 とす るD5i Pui山 塊 の 山 なみ がつ づ き, F縅g街 道 は そ こか

ら流 下 す る小 支 谷 の形 成 したい くつ もの小 扇 状 地 の 扇 端 を横 断 して ロ ー リング しな が

ら北 上 す る 。街 道 は,東 側 を流 れ る ピ ン本 流 の 沖 積平 野 と西 の扇 状 地 群 の境 に 連 らな

る数 個 の 集 落 を へ て,白 象 門 よ り14kmで メー リム の 町 に達 す る。 郡 庁,警 察 署,

郵 便 局,中 等 学 校,農 業 協 同組 合,銀 行 支店,毎 日,朝 市 ・夕市 の 開 か れ る私 営 の メ

ー リム民 間 市 場Tal縟 Prach緜hon Mae Rimを そ な えた 何 の 変哲 もな い チ ェ ンマ イ
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図7メ ー リ ム 川 流 域
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図8④ 一④ 断 面 模 式 図

近 郊 農村 の 中心 地 メー リム(Mae Rim郡Rim Tai村)を へ て,北 西 か ら ピ ン川 に

合 流 す る メ ー リム川 を 渡 って左 折 す る。 分 岐 点 のRim Ntia村 は メー リム川 両 岸 に張

りだ した丘 陵 には さま れ た谷 口 に位 置 し,狭 少 な メ ー リム支 谷 の 谷 底 と ピ ン川 流域 の

真 に 開 け た 山間 盆地 の 空 間 の接 点 を しめ る(図7,8)。

Rim Ntia村 の集 落 を は ず れ る と,メ ー リム の谷 を 高 架 で 横 断 す る 巨大 なMae

Taeng幹 線 用 水 路 を 渡 る。1963年 着 工 し,米 国A.LD.か らの借 款 を含 む3億 バ ー ツ

余(1バ ー ツ≒15円,1975年 当時)の 予 算 で 完 工 した タ イ 国最 大 級 の合 口事 業 で あ る'

Mae Taeng用 水 事 業 は,ピ ン川 右 岸 に15万 ラィ(24,000 ha)の 灌 概面 積 を創 出す る

こ とを 目的 と した[KRoM CHoNPRATHAN;1972:PP.1-9]。 メー リム の谷 の村 々1ま

農村 近 代 化 を 象徴 す る この用 水 の恩 恵 を 受 け る こ とな く,こ の幹 線 用水 路 のか な た に

谷 間 の伝 統 的 な稲 作 の 景 観 を く りひ ろ げて い る。 幹線 用 水路 開 削 と と もに通 じた 電気

もこのRim N鋭a村 よ り奥 には 達 して い な い 。

 Mae Taeng幹 線 用 水 路 か ら フ タバ ガ キ サバ ンナ 林 にお お わ れte phaeの 端 を 牛 車
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道 が 続 き,左 側 に メ ー リム川 に沿 う水 田が ひ ろ が る。 丘 陵 端 の ラテ ライ ト化 した路 面

は,乾 季 に は 赤褐 色 の砂 塵 を ま き あげ,雨 季 に は 強 く膠 質 化 して 牛 車,自 動 車 の通 行

は困 難 を きわ め,時 に異 常 な 出水 を み て 途絶 す る。Fang街 道 の分 岐 点 か ら5km余

り,チ ェ ン マ イ白象 門 よ り約20kmで,フ ェ ィサ ー イ 行 政村Tambon Huai S緤に

属 す る ノ ー ンパ ー マ ン村M亘ban N5ng Pamanに 達 す る。

 フ ェイサ ー イ行 政村 は オ ー イ村M貢ban Di(1区),ノ ー ンパ ー マ ン村(2区),フ

ェイ サー イ村M炻縅 Huai S緤(3区),メ ー エ ー ン村M炻縅 Mae Aen『(4区)

の メ ー リム流 域4力 村 で構 成 さ れ,人 口,2,922人,695世 帯 を有 す る。 ノ ー ンパ ー マ

ンは人 口931人,233世 帯,行 政村 内最 大 の村 で,郡 庁 所在 地 へ の交 通 の 便 も よ く,隣

接す る フ ェ イサ ー イ と と もに 経 済 ・政 治 ・社会 的 に 中 心 的機 能 を はた して い る22)。

行 政 村 内 の他 の3力 村,ま た近 郊 の村 々は,チ ェ ンマ イ盆 地 のみ な らず ラー ンナ ー タ

イ全 域 の主 要 構 成 民族 で あ る ユ ア ン族Thai Yuan(Khon M俉ng}で 占 め られ るが,

ノ ー ンパ ー マ ンの 村 民 の 大 半 はル ー族Thai L冾ﾅ 占 め られて い る。 ル ー 族 の 系 譜 を

ひ く者 の数 は正 確 に は つ か め な い が,約60%以 上 を 占め,残 る大 半 は婚 姻 ・入植 な ど

に よ って後 に他 村 か ら転 入 した 広 義 の ユ ア ン族 で あ り,他 に クー ン族Thai Khoen

(1人),ヨ ー ン族Thai N5ng(2人),中 国人(1人)を 含ん で い る。

 ル ー族 と して の 同 一 性 を 保 持 す る 文 化 的要 素 は唯 一,言 語 の み で あ る。 過 去 数 十 年

間 の,タ イ標 準 語(Central Thai dialect, Siamcse)に よ る初等 教 育 の 普及 に よ って,

ほ ぼ50才 位 まで の 村 民 の 大 半 は タイ 語 を話 す こ とが で き るが,日 常 生 活 の 大 部 分 は ラ

ー ンナ ー タイ語 に よ って い る
。 しか しほ ぼ50才 以 上 の老 人 で は家 庭 の なか で ル ー 語 を

話 す こ とが しば しば み られ る。 数 十年 前 ま で は ル0語 が村 内で は圧 倒 的 に優 勢 で,ほ

とん どの村 人 が 日常 話 して いた と考 え られ る。 ラー ンナ ー タ イ ・カー ウ ィ ラ王 朝 末 期,

Phraこhao Inthawar6rot王(1897-1909 A.D.)の 治 世,す なわ ち ラー ンナー タ イが

シ ャ ム中 央 政府 の地 方 統 治 体 制 の 中 に完 全 に移 行 す る 時期[TEJ,1968:PP.106-107],

[田辺,1972:PP.61-73]に 幼 年 期 を 送 った村 人 は,当 時,村 は110戸 ほ どで,村 人

の ほ とん どす べ て がル ー語 で 話 して いた とい う。70年 以 上 へ た今 日,老 年 層 の間 で 交

わ さ れ るル ー 語 と,ル ー族 の この地 域 へ の移 動 に 関 す る若 干 の伝 承 を の ぞ く と,社 会

組 織,祭 祀 儀 礼,物 質 文 化 な どの 諸 側 面 に,き わ だ ったル ー 族 文化 の 固有 性 を 見 出す

22)行 政 村長P5 Khwaen(C.T.:Kamnan)は 歴 代 ほ とん ど ノー ンパ ーマ ンか フ ェイ サ ー イか

 ら出て お り,現 在 のP5 Khwaenは フ ェイサ ーイ に居 住 す る。 しか し行 政 村 会saph� tambon

 は古 くか らノ ー ンパ ー マ ンで 開 か れ る慣 行 とな って お り,そ の た め の集 会場 も小 学 校横 に設 け

 られ て い る。 村 は7年 級 の小学 校 を有 す るが,他 の3村 は4年 級 ま で しか な く,5年 生 以 降 は

 ノ ー ンパ ー マ ン小学 校 へ 通 学 す る こ と にな る。 ま た 大 晦 日wan sangk肱nl5ng以 後 に ひ き続 く

 新 年 の 行 事 ・催 し もノ ー ンパ ー マ ン小 学 校校 庭 で 開 催 され る。
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こ と はで きな い 。

 ノー ンパ ー マ ンに お け るル ー 族 の定 着 に 関 して,村 民 の 多 くは,19世 紀 初 頭,ビ ル

マ 統 治 の 栓桔 を 破 って ラー ン ナー タ イ王 国再 建 を実 現 した カー ウ ィ ラ朝 の始 祖 カー ウ

ィ ラ王PhraLhao Boromar緜h縟hibodi(PhraLhao K縢ila)治 世(1781-1815 A.D.)

に は じま る とい う,一一つ の定 式 化 され た伝 承 を保 持 して い る。 そ の 一致 す る 内容 は,

当時 の チ ェ ンマ イ副 王Phav絛par吾tthamlangkaに よ るM肱ng Y5ng(M�ng

N5ng,ビ ル マ ・シ ャ ン州)お よび 雲南Sips5g Panna方 面 へ の遠 征 の 際,か の地 で拉

致 した捕 虜 奴 隷 の ル ー 族 が,ノ ー ンパ ーマ ンの 村 人 の 祖 先 だ とい う もの で あ る。 強 制

的 に移 住 させ られ た これ らの ル ー族 は,チ ェ ンマ イ王 城外 に一 時 期 定 住 させ られ,し

か る後,分 散 してM俉ng Phr縊(現Phrao郡), M並ang Samoeng(現Samoeng

郡)お よび ノー ンパ ー マ ンな どに移 住 入 植 させ られ た とい わ れ る 。そ の う ちSamoeng

郡Mae Sap村 の ル ー族 と は,比 較 的 距離 が近 い た め もあ って,20-30年 ほ ど前 ま

で は行 き来 が しば しば あ った とい わ れ る。

 村 人 に よ って 語 られ るル ー族 移 住 の伝 承 は ほ ぼ 上 記 の よ うで あ る が,時 にSips5g

Pann纒� 面 へ の チ ェ ンマ イ軍 遠 征 の時 期 を,さ らに降 って19世 紀 中葉 のChao Ch五wit

Ao,す な わ ちカ ー ウ ィ ラ王 統 第6代Phra6hao K縢il�ot王(1856-1869 A.D.)の

治 世 とす る場 合 が あ る。 い ず れ に しろ このM肱ng Y5ng, Sips5ng Pann繪� 征 と 強

制 移 住 を示 唆 す る史 料 を,ラ ー ンナー タイ年 代 記 に求 め る とす れ ば,1967年 の ビル マ

軍 に よ る ア ユ タヤ ー攻 略 を最 大 の契 機 と し,メ ー コ ン水 系 上 流 域 か らチ ャオ プ ラヤ ー

水 系 の北 部 山間 盆地,さ らに はデ ル タ地 域 ま で も席捲 し,大 陸 部 東 南 ア ジ ア 的規 模 で

戦 わ れ た,タ イ ・ビル マ戦 争 の時 期 に相 当す る。 この 時 期 にLamp縅g国 主 家 の系

譜 か ら出 た カー ウ ィ ラ は,南 方 のデ ル タの トン ブ リー朝,ラ タ ナ コ ー シ ン朝 シ ャム を

唯一 の 宗主 国 と して,北 部 の 山 間盆 地 群 にお い て 反 ビル マ 戦 争 を展 開 す る[PRACHA-

 v KITCHAKDNRACHAK,1973:pp.453-470]。30年 余 に わ た る反 ビル マ戦 争 に荒 廃 した

ラー ンナ ー タ イ 山 間盆 地 の復 興 は,ま ず 何 よ り も,戦 争 に よ って 失 った生 き た労 働 力

の再 確 保 に 向 け られ た。 未 墾 地 が 多 く,相 対 的 に土 地 が 多 く,人 口稀 薄 で あ った大 陸

部 東 南 ア ジァ の,19世 紀 中葉 に いた るまで の戦 争 の基 本 的 形 態 は,労 働 力 そ の もの の

交 換,す な わ ち捕 虜 奴 隷 の交 換 と して特 徴 づ け られ る。 この よ うに捕 虜 奴隷 を獲 得 し,

そ れ を 入 植 させ る こ とに よ って 生 産 の基 盤 を形 成 す る伝 統 的 政 策 を,ラ ー ンナ ー タ イ

で は 「野 菜 を つ ん で籠 に入 れ,捕 虜 を 集 め て 国 を満 たす 」kep Phak sai s緻ep kh�

sai mhangと よ び な らわす[SANGuAN,1965:p.290],[KRAISI,1965c:pp.6-9]。

 カ ー ウ ィ ラの命 を 受 けた 副 王Phay絛par縟に よ る ビル マ 戦 後 の捕 虜 入 植 政 策 は,
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い まだ ビル マ 勢 力 の拠 点 と して 残 って い たChiang Saen地 方 に対 す る 小 暦1166年

(1804A.D.)の 遠 征,ひ きつ づ きMUang Ysngか らメー コ ン川(瀾 治 江)右 岸 の

Sipssng Panna,い わ ゆ る江 外 の領 域 に対 して 小 暦1166年 か ら翌 年 にか けて 大 々的 な

遠 征 と して 展 開 され た23)[Tamnan ph泣nmiang Chiangmai,1971:PP・114--117],

[PRAcHAKIT6HAK5NRAdHAK,1973:pp.468473]。 この征 服 戦 に よ って これ らの地

方 の チ ェ ンマ イへ の服 属 が 決 定 的 とな り,Chiang Saen地 方 の住 民, MUang Ysng

地 方 の ヨー ン族,Chiang Tungの クー ン族,お よ びSips5ng Panna江 外 と外 領 の

ル ー族 な どの 多 量 の捕 虜 奴 隷 が,ラ ー ンナ ー タ イ再 興 のた め の人 的 資 源 と して もた ら

さ れた と考 え られ る。 これ らの 捕 虜 の 処遇 分 配 は宗 主 で あ るバ ン コク の ラタ ナ コー シ

ン朝 に伺 い を た てて 裁 量 を あお ぎ,大 半 は民 族 ご と,出 身地 ご とに分 属 さ れて,チ ェ

ンマ イ盆 地他,各 地 に入 植 させ られ た とい わ れ る24》[SANGuAN,1965:PP・301-302;

1969:PP.185-186,196-197]。 この よ うな捕 虜 入 植 政 策 の持 続 的 展 開 が,ラ ー ンナ

ー タ イ文 化 な い しは チ ェ ンマ イ文 化 の特 異 な 複合 性 を もた ら した と考 え られ る。

 ノ ー ンパ ー マ ンの ル ー族 入 植 に 関す る伝 承 は,お そ ら く この1804年 一一1805年 に か け

て の 史 実 を 強 く反 映 して い る と 思 わ れ るが,後 代 のChao Chiwit Ao(1856-1869

A.D.)の 治世 に属 す る とす る伝 承 が 問 題 と して 残 る。 しか しこの 期 間 は カー ウ ィ ラ

朝 の 安 定 期 に あ た り,捕 虜 入 植 政策 の積 極 的 展 開 は み られ ず,シ ャン州 方 面 か らのギ

23)Phray5 Mah5 Ammitay互thibodi(run)は この 時期 のChiang Hung遠 征 を小 暦ll68

 (1806A.D.)と して い る[AMMXTAYATHIBoDi,1962:P・6]。

24)小 暦1166年 のChiang Saen討 伐 遠征 に際 して は23,000世 帯 にお よぶ捕 虜 を 獲 得 した とい

 わ れ,ラ ー ンナ ータ イ北 辺 の 要衝Chiang Saenは ビル マの拠 点 と な る こ とを さ け るた め 焼iき

 払 わ れ,こ れ らの捕 虜 はチ ェ ンマ イ王 城 にと どめ られ て,そ の 処遇 につ いて ラタ ナ コー シ ン朝

 一 世 王 に伺 いを 奏 上 した とい わ れ る 。そ の結 果,捕 虜 は5分 され,①Chiang Mai,②Lamp互ng

③Nan,④Wiang Chan(ラ オ ス),⑤Saraburi(中 部 タ イ)に 分属 定 着 され て い る。 この

 うちSaraburiに 送 られた もの は,デ ル タ縁 辺 のSaraburi県Sao Hai郡 に開拓 入植 され て,

 今 日に いた るま で 自 らPhuak Yuan, Thai Yuanと 称 し,ラ ー ンナ ー タ イの 文 書 を保 持 して い

 る とい われ る[SANGuAN,1969:PP」96-197]。 この よ うに戦 争 一 入植 開 拓 とい う,人 的 資源

 ・労 働力 の 交 換形 態 は ラー ンナ ー タイ の みな らず,タ イ国史 あ るい は大陸 部 東 南 ア ジ ァの 前 近

 代 を貫 くイデ オ ロギ ーで あ り,現 実 で あ った と考 え られ る 。前 近 代 の東 南 ア ジ アの 社会 を 考 え

 る場 合,戦 争 とい う交 換 の 極限 形 態 を把 握 しな け れ ば,社 会 ・文 化 的 な流 動 性 の 実 態を 考 察 す

 る こ とは不 可 能 で あ る。Sips5ng Panniの ル ー族 の 言語 が 南 部 タ イ のNakh5n Srthammara t

 方 言 に残 存 す る こ とを,前 近代 の戦 争 に よ る交 換形 態 と流動 性 に関 連 づ けたDamrong親 王 の

 Chiang Rung年 代 記 に よせ た序 文 の 示 唆 的 な片 言,お よび そ の片 言 を と りあ げて 注 意 を うな

 が した石 井 の 註 記 は きわ め て重 要 な意 味 を もつ の で あ る[DAMRoNG,1966:pp・i-ii],[石 井,

 1965:P.47,n.23]。 Saraburi県 のSao Hai郡 へ の この入 植 は,『 マ ンラー イ法 典 』 の 諸 本 の

 内,SommEiに よ る系統 的 文 書 調査 以 前,も っ と も完壁 な テキ ス トと して 評価 され たSao Hai

 寺 本 の成 立経 緯 と きわ めて 密 接 な 関係 を有 す る と考 え られ,今 後 の フ ィ ール ド調 査 に も とつ く

 ラー ンナ ー タイ文 献 学 の課 題 と して残 され る 。
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エオNgiaoと ル ー の若 干 の侵 入 が記 さ れ る にす ぎな い25》[AMMATAYATHIBODﾌ,1962:

PP,25-281。 した が って,伝 承 以 外 の裏 付 けが な い た め,そ の 内容 を 史 実 と して 確

定 で き ない が,ノ ー ンパ ー マ ン定 着 が,一 応19世 紀 初 頭 の伝 統 的 な捕 虜 入 植 政 策 の 結

果 で あ った と推 定 して お く。

 入 植 当時,メ ー リム川 に沿 って 上 流 ・下 流 に そ れぞ れ フ ェ イサ ー イ とオー イの ユ ア

ン族 の村 が あ り,そ の 間 に ル ー族 の3集 落 が 設 け られ,そ れ ぞ れ現 在 の堰 字B縅 F緤,

中 央 字B縅 Kl縅g,川 向 う字B縅 L緤n繧ﾉ 相 当 す る26)。 そ れ ぞ れの 字 は,集 落 の地

縁 的 結合 の シ ンボル と して,字 内の村 人 の生 活 を守 護 す るhaks緕� 護 霊(phi haks�

b縅,phi b縅, ph16hao ban)が 去 来 す る宇 祠 v sua b縅を そ な えて い た。 これ ら3

字 の う ち,中 央 字 と川 向 う字 の村 人 は,入 植 当時,堰 字 の集 落 内部 の メー リム 川 に ノ

0ン パ ー マ ン堰 を築 造 し,南 方 のTong N5ng P緡anの 水 田 を灌 灘 し,一 方,堰 字

の村 人 は,す で に存 在 した上 流 の フ ェイ サ ー イ堰 の 水 が か りに 開 田 した と いわ れ る。

したが って19世 紀 初頭 の入 植 以 降 しば ら くは,堰 字 の 村 人 の 土地 保 有 と経 営 は も っぱ

ら上 流 の フ ェ イサ ー イ堰 がか りのTong Huai saiに,中 央 字 と川 向 う字 の そ れ は下 流

の ノ ー ンパ ー マ ン堰 が か りのTong N5ng P緡anに 展 開 した と考 え られ る。 した が

って3字 は上 流 と下 流 で 明 らか に生 産 の 場 を異 に して お り,社 会 的,政 治 的 に も二 つ

の別 個 の統 合 性 を も って い た 。事 実,1950年 頃 まで 上 流 の 堰 字 は フ ァー イ村B縅 F緤,

下 流 の 中央 字 と川 向 う字 は ノー ンパ ー マ ン村Ban N5ng Pamanと して,地 方 行 政 上,

別 個 の単 位 と して 分 け られ て い た。

 しか し,あ らた な入 植 村 と して の ルー 族 の これ らの2力 村 あ る いは3字 に,さ らに

統 合 性 を 与 え た め はサ ワー ンペ ッ ト寺Wat Saw縅g Phetの 建 立 で あ った 。寺 の 建

立 に つ い て の紀 年 は明 らか で は な い が,入 植 か ら しば ら く後 のChao Ch3wit Aoの

治 世,19世 紀 申葉 の こ と と伝 え られ,メ ー リム流 域 の 寺 と して は 新 しい もの に属 す

る2?)。 サ ワー ンペ ッ ト寺 は,往 時 の フ ァー イ村(現 堰 字)に 近接 す る ノ ー ンパ ー マ

ン村(現 中 央 字)の 領 域 に 建 立 され,両 村3字 の村 人 の 共 通 の精 神 的紐 帯 の シ ンボル

と して今 日 に い た って い る0

 19世 紀 初 頭 に お け る村 の成 立 以 降,ノ ー ンパ ー マ ンの村 落 社 会 史 に 大 きな画 期 を も

た らした の は,今 世 紀 初 頭,バ ンコ ク中 央 政 府 に よ る地 方 統 治 制 度 が ラ0ン ナ ー タ イ

25)Ngiaoは シ ャ ン族 の 一 派 で あ るが, Chiang Tungの ク ー ン族 とは区 別 され,地 域 的 分布

 は よ り西 方 の サ ル ウ ィー ン流 域 に近 い 。

26)村 を構 成 す る3集 落 を それ ぞ れ字(b縅)と 呼 ぷ こ とにす る。

27)サ ワー ン ペ ッ ト寺 は,サ ンガ の儀 礼 が 行 な われ るsim緕l 摩 に 囲続 され たb6t(ub6sot)を

 欠 き,wih縅(本 堂)を 有 す る に す ぎな い。 した が って 得 度式 の儀 礼ng縅 pek(C・T・:ng疣

 uppasombot)は,フ ェイ サ ー イ寺 にお い て しか行 な わ れ ない 。
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に も及 び,村 が そ の 末 端 の行 政 組 織 に組 み こま れ た こ とで あ る。19世 紀 末 ま で は,カ

0ウ ィラ朝 よ り官 位 を賜 わ り
,数 力村 を 統 轄 す る 在地 の官Chao Khwaenが,不 定期

的 な径 役ng縅 luangへ の村 人 の徴 発,地 租 と して水 田経 営 面 積 に課 せ られ たkh�

n繧ﾈ ど の徴 税 を 行 って い た とい わ れて い る。 この地 域 で は フ ェ イ サ ー イ に 居 住 した

Phav� Uttama(?-ca l 910)が,近 郊7力 村 を 統 轄 したChao Khwaenで あ った 。

1900年,バ ン コク派 遣 の 州 長 官 の 統 轄 下 にお か れ た カー ウ ィ ラ朝 の チ ェ ン マ イ政 庁

Khao San緡 Luangは,西 北 州 径 役 代 替 金徴 集 法28)の 公 布 に もとづ き,こ れ ら旧来

の 在 地 の 代 官 に 年 間1人 につ き4バ ー ッ(ビ ル マ ル ピー5thaep)を 樒 役 代 替 金

ngoen kh縒aeng thaen k駭と して 徴 収 させ た 。 この代 替 金 は後 に 明確 な 人 頭 税

goen ratchach侊ak縅に 変 って い っ た。

 19】6年,現 在 の地 に メー リム郡 庁 が 開設 され る と と もに,末 端 行政 組織 は よ り整 備

さ れ,内 務 省 官吏 と して の郡 長N緤Amphoeを 頂 点 に,数 力 村 を 含 む 行 政村 の 長 と

して のP5 Khwaen(C.T.=Kamnan)お よび 各 村 の 村 長P5 Luang(C・T・:Ph偰ai

B縅)を 中心 と し,徴 税 ・治 安 維 持 を 最 大 の 任 務 とす る 体 制 が 確 立 す る[ﾑIAE RIM,

1975:PP.1-2]。 翌 年,チ ェ ンマ イ の貴 族 出身 で 幼 少 の頃 か ら首 都バ ン コ クの 近 衛学

校Rongrian Mah縟lek Luangを ふ りだ しに 研鑛 を つ んだ%Phra Thawlprasatが,

郡 長 と して 赴 任 す る にお よ び,特 にP5 Khwaenの 徴税 ・治 安 維 持 に 関す る 権 限 が

強化 され,村 人 の 生 活 に絶 大 の権 限 を ふ る う こ と とな るfPR且Ni,1963:VoL 2, pp.

186-191ユ 。

 この変 化 の時 期 にル ー 族 の 村 ノ ー ンパ ー マ ン に登 場 した のが,平 野 の ユ ア ン族 の 村

San P�g出 身 のInt經iduangkaeo(ca l 890-1943 A.D・)で あ る 。 Int繧ﾍ 父 と と

もにF縅g街 道 沿 い か らメ ー リム の谷 を遡 り奥地 のSaluang村 に い た る間 の 交 易 に

従事 し,特 に メー リム奥 地 の チ ー ク お よ び雑 木 の搬 出 ・売 買 で 富 を築 いた とい わ れ る 。

ノー ンパ ーマ ンは そ の牛 車 の キ ャ ラバ ンの 中継 点 で あ り,ま た村 の東 側 の な だ らか な

phaeは 適 当な 放 牧 地 とな り,30頭 ほ ど の牛 を フ タバ ガ キ疎 林 の林 間 に放 牧 して い た

とい わ れ る。Int繧ﾍ1914年 頃,ノ ー ンパ ー マ ン に住 みつ き,村 の娘 と結 婚 して 川 向 う

字 に 居 を か ま え,農 業 に従 事 した 。 そ の後 わ ず か の 年 月 の間 に数 十 ライの 水 田を 買 い

取 り,村 最 大 の地 主 とな り,1918年 に7力 村 を統 轄 す るP5 Khwaenの 地 位 につ いた 。

その 後,1921年 盗 賊 追 討 ・逮 捕 に お け る功 に よ りKhun S緤sarakitの 官 位 ・欽 賜 名

を下賜 され,位 田sakdin�400を 授 与 さ れた 。 Khun S緤sarakitに よ る人 頭税 ・教 育

維 持 費kh綯amrung㎞ns並ksaお よび 諸 税徴 収 は きわ めて 厳 格 に 行 な わ れ,特 に治

28) 「ラタナコー シン暦第119年 西北州揺役代替金徴収法」,[SATHIAN,1951=pp.291-294],な

 お石井による邦訳がある[石 井,1966:pp.96-97]。
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安 維 持 にお い て は2人 の腹 心 の 部 下 と と もに盗 賊 ・賭 博 ・酒 密 造 の取 締 り,逮 捕,訊

問 に わ た って絶 大 な警 察 権 を ふ る った とい わ れ る。 中 央 政 府 の 内務 省 に よ る集 権 的 な

地 方統 治 政策 は,避 遠 の村 に まで急 速 に貫 徹 して い った の で あ る。

 一 方,土 地 所有 を あ ぐる 経 済 的変 化 も この時 期 に 顕 著 に な る。・19世紀 末,Phay�

Uttamaの 時 代 に は まだ か な りの無 主 地 が あ り,村 人 に よ る土 地 占取 こhap ch5ngが

か な りひ ろ く行 な わ れ,世 帯 あた り5ラ イ 程 の水 田 を所 有 して い るの が一 般 的 で あ っ

た 。 隣…接 の フ ェイ サ ー イで はChao Khwaenで あ ったPhaya Uttamaが90ラ イを所

有 し,多 くの 定 雇(作 男)1αkこhangを 擁 して耕 作 させ て い た例 が あ るの み で,ノ ー

ンパ ーマ ン近 郊 で は地 主 的土 地 所 有 の 形 成 は さほ ど顕 著 に は み られな か った 。 しか し

1910-1920年 代,Khun S緤sarakitの 時 代 に 入 る と, Tong N5ng P緡an, Tong

Huai S緤双 方 の耕 地 の大 半 は 占取 さ れ,特 に親 子 間 の 土地 貸 借,す な わ ち親 が 老齢 に

達 す るか,死 亡 の 時点 ま で子 が そ の土 地 を 小 作 す る親 族 内地 主 小 作 関 係 が 広 くみ られ

る よ うに な った 。 そ の 場合 の小 作 料 の 形 態 は約30%ど ま りの現 物 納 を基 本 的 と し,こ

の小 作 料 はkha hua n繧ﾈ い しkh緝uaと よば れ,こ の小 作 経 営 形 態 はk縅 tham

n緻in kh緝ua na(頭 金 を徴 収=食 す る耕 作)と よば れ た 。

 この 時期 にKhun S緤sarakitは 約70ラ イ のTong N5ng P緡anの 土 地 を 村 人 か

ら購 入 し,当 初 は 自 ら全 面 積 を経 営 し,彼 の政 治 的 権 威 の も とに徴 集 さ れ た村 人 の無

償 労 働 力 に よ って,稲 作 の 全 作 業 が ま か な わ れ た。 そ の 後1930年 代 に は,5人 の定 雇

の 村 人 に よ る約20ラ イ の経 営 地 を の ぞ い て大 半 が小 作 に 出 され,親 族外 の小 作 人 が 多

数 み られ るよ うに な った と いわ れ る。Khun Saisarakit以 外 の きわ め て小 規 模 な手 作

り地 主 を含 めて,親 族 内地 主 小 作 関係 以 外 の土 地 貸 借 が 徐 々に 形 成 さ れ つ つ あ った。

さ らに 小 作料 の形 態 に も変 化 が み られ,親 族 内外 を 問 わ ず,kh緝uaは 次第 に少 な く

な り,現 物折 半 形 態 が 卓 越 して くる。1930年 代 以 後,現 物 折 半 形 態 が も っ と も一般 的

な小 作 料 形 態 とな り,こ の よ うな小 作 経 営 形 態 はk縅tham n縣h緻oeng(折 半耕

作)と よ ばれ,今 日ま で続 い て い る。

 小 作 形 態 の変 化 と と もに,村 人 に よ る新 らた な土 地 占取 も行 な われ た 。 正 確 な 年 次

は不 明 で あ るが,1930年 前 後 に,ま ず 堰 字 東 側 のTong N緝伀が 開 田 され,そ れ

以 前 に 開 削 され た上 流 のNah貢k堰 の 用 水 路 の余 水 を受 けて 灌 瀧 さ れた 。 つ い で メ ー

リム 右 岸 の メ ー レー ム支 流 が 開 析 した狭 少 な谷 間 が,南 方 オ ー イ村 の村 人 と と も に 占

取 さ れ,メ ー レー ム堰 が か りのTong Mae Raemが 開 か れ た。 この よ う に1930年 代

に お い て,ノ ー ンパ ー マ ン周 辺 の水 田 と して の可 耕 地 の 大 部分 は 開 田 ・占取 され,今

日 にみ られ る4堰 がか りのTong N5ng P緡an, Tong Huai S緤, Tong N緝伀,

                                    7a7
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Tong Mae Raemの 主要な耕区が成立したのである。

 それ以後,若 干の小規模な開田をのぞいて目だった水田としての土地占取はみ られ

ず,世 代をへるにしたがって土地均分相続による土地所有の零細化が進行 している。

すでに1920年代に村最大の地主となったKhun Saisarakitの 所有地は,彼 が死んだ

1943年以降,妻および子へ相続された分のみで78ラ イで,約100ラ ィ近 くを集積 してい

たものと推定される。しかし今 日,こ れ らの分割された土地による比較的小規模な地

主小作関係がみ られるのみである。土地所有の零細化と人口増加は,限 られた土地をめ

ぐり,親族内はもとより親族外の小規模な錯綜 した地主小作関係を生みだし,さらにき

わめて多 くの日雇の農業労働者khon hap 6hangを 村内に滞留させることになった。

2.ノ ー ンパ ー マ ンの社会 ・経 済的特 色

1) 人口 ・職業構成 ・土地所有形態

 ノーンパーマンは233世 帯,931人 を有し,サ ワーンペット寺,7年 制小学校をもつ

大村であり,村 人の大半が稲作を中心とする農業に従事する純農村である。村の人口

931人 のうち農業従事者数は526人 で,全 就業人口700人 の90%以 上をしめている。世

帯主が農業に従事する農家は202世 帯で全体の87%を しめ,他 に雑貨店,飲 食店など

を含む商業,警 察官,郡 役所官吏などの地方官吏,お よび村内に設けられた民間タバ

コ葉乾燥工場の定雇労働者などが31世帯(13%)を しめる。なおその中には老齢のため

表4職 業 別 世 帯 数

職 業(土地所有形態) 世 帯 数(%)世 帯員数}麟 従鶉 数

農
 
 
 
業

非 耕 作 地 主

耕  作  地  主

自   作   農

自  小  作  農

小   作   農

農 業 労 働 者

8 (3)

22 (10)

31 (13)

16 (7)

57 (25)

68 (29)

19

90

123

72

257

262

3

47

83

46

151

179

小  計 i2・2(87)i 823} 5・9

商         業

官         吏

労    働    者

そ    の    他

13 (6)

6 (2)

4 (2)

8 (3)

46

23

24

15

10

2

5

0

小    計 1 3・(・3)1 ・・8i ・7
皿

   計   }233(…)1 93・ 。} 526
r

土地所有形態別農家分類の基準 は表5の 区分に したが う。

出所:ユ975年 調査。
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親族か らの生計援助を受けている被扶養世帯8世 帯が含まれる(表4)。

 農家を土地所有形態別に分類すれば,表5の ごとくである。地主は30世帯で,所 有

地の大半を貸付けて小作させている比較的老齢な世帯主をもつ農家で,ま った く耕作

に従事 しない非耕作地主(8世 帯)と,乾 季の裏作を含め何らかの耕作を行なう耕作

地主(22世 帯)に 分けられる。自作農は自己の所有地の大半を経営する農家で31世 帯

を しめる。自小作農は自己の所有地の他に小作地を借り入れて耕作する農家で,所 有

面積4ラ イ未満の零細な自作農 もこのカテゴリーに含まれ,16世 帯を数える。小作農

は自己の所有地をほとんどもたず,も っぱら地主か ら土地を借 りて小作する農家で,

きわめて多く57世帯に達する。さらにまった く所有地(水 田)を もたず,し かも小作

地を借 り入れて,自 家用飯米生産のための雨季稲作を行なう機会をえることができず,

もっぱら農家 ・果樹園の定雇あるいは様々な日雇によって生計を支えている農業労働

者が,68世 帯存在する。このように土地所有形態別にみると,全 農家202の うち,ほ

表5 土地所有形態別所有面積・経営面積

土地所有
形態別農
家分類

 戸

世帯数
世帯主
平 均年

      ライ
水 田 所 有

    ライ
水田貸借

        ライ
経 営 面 積

蜥 有面積(%)騙 評 鮒 地i小作地 酢 地睡 地1合 計暁 畑

非耕 作地主18i64751・ ・L・・(・乳6)1・a88 ・・L・・1-1一 一i-!一

辮 地 主12216咽26L・ ・(4上3)いL891・ ・4751g・ ・15a75}馴6a75}L・ ・

自 作 農13・15a9712・4・ ・(3a3)い6・ia・ ・}-12・ 剛 一12・α5・1・4・・

自 小 膿i・614α94i・&25(乳6)ia・ ・}a751・2・ ・ 4a251・a・ ・18425臣 ・・

小 作 農157}45・gi 4.75(0.8) α ・8iL5・1354・ ・1-1354・ ・1354・ ・1・軌 ・・

農業労劇68}5242iα75(0.1) α・・1ヨ ヨ ーi-1-13925

そ の 他} 31 ・&451a・ ・(α3) 0.06 一1一 一1-1一 4.00

計 國
陶5(…)μ721324・ ・14・5・・

29a5・}4・ 臥 ・・レ ・L5・ 80.25

村 内}3・ 臥 ・・13・5・ ・

村 外} 9・ ・Igα ρ・

非耕作地主:通 年 にわた って耕作に従事 しない地主。

耕 作 地 主:雨 季稲作 もしくは乾季作(畑 作 ・稲作)に 従事す る地主 。

官 作 農:自 己の経営面積をすべ て所有 し,所 有面積4ラ イ以上 の農 家。

自 小 作 農:自 己の所有地の他 に小作地を借入れている農家で,所 有面積4ラ ィ未満の農家を含む。

小 作 農:自 己の所有地 をもたず,経 営面積のすべてを小作地 と して借入れている農家,た だ し,若 干

      の所 有地を有す る3戸(4。75ラ イ)を 含む。

農業労働者:自 己の所有地(水 田)を 有せず,主 たる生 計を日雇,定 雇な どに依存する農家。

そ の 他:商 業,官 吏,労 働者,被 扶養世帯な どの非農家。

以下・土地所有形態別分 類は上記の区分に したが う。

出所:1975年 調査。
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とん ど土 地 を 所 有 しな い農 家 が125世 帯 で,62%(小 作 農28%,農 業 労働 者34%)の

高率 を しめ る。

 次 に表5に お い て 土地 所 有 面 積 ・経 営 面 積 に つ い て み る 。経 営 面積 は村 の4つ の耕

圃 に お け る雨 季 の 水 田耕 作 に つ い て のみ 示 し,乾 季 に お け る大 豆 ・タバ コを 中心 とす

る換 金作 物 の裏 作,お よび近 年 導 入 さ れた 販 売 を 目的 とす るRD品 種 に よ る二 期 作

(乾 季稲 作)に つ いて は除 外 した 。一 般 に村 人 に と って,農 業生 産 の基 本 は モ チ種 の

自家 用 飯 米 の確 保 で あ り,そ れ は伝 統 的 に雨 季 の水 田耕 作 に よ って達 成 され るか らで

あ る。

 村 人233世 帯 の全 所 有 面積 は632.75ラ イで あ り,地 主30世 帯 の所 有 面 積 はそ の58・9

%に 達 し,残 りの大 半 は 自作 農(32.3%)に よ って 所 有 され て い る 。世 帯 当 りの平 均

所 有 面 積 は非耕 作地 主 で13.88ラ ィ,耕 作 地 主 で11.89ラ イで あ り,小 規 模 な在 村 地 主

が卓 越 して い る。 最 大 の地 主 は か のKhun S緤sarakitの 生 前 の 所有 地 の一 部 を相 続

した長 男 で42ラ イ に 達 す る が,他 の大 半 は4ラ イ か ら22ラ ィ を所 有 す る 比較 的小 規 模

な地 主 で しめ られ る。 一 方,1974年 時 点 で の世 帯 当 りの平 均 経 営(作 付)面 積 を,耕

作地 主(13世 帯)に つ い て み る と,4.83ラ イ にす ぎな い 。 自作 農 の場 合 は,平 均所 有

面 積6.60ラ ィ で,平 均 経 営(作 付)面 積 は そ れ に ほぽ等 しい6.47ラ ィで あ り,安 定 し

た農 業 経 営 を示 唆 して い る。 しか し自小作 農 は平 均 経 営(作 付)面 積6.02ラ イ (14世

帯)に 対 して,所 有 面 積 は その 約 半 分 の3.02ラ ィ にす ぎな い 。す べ て の 耕 作 の た めの

土 地 を借 入 れ て い る小 作農 の場 合 で も,平 均 経 営 面積 は,自 作 ・自小 作 農 とほ ぽ 同規

模 の6.15ラ イ (54世 帯)で,全 経 営 農 家122世 帯 の平 均 は6.07ラ イで あ る。

 平 均経 営 面 積6.07ラ イは,タ イ 国 の他 の 地 域,特 に 中部 タ イの デ ル タの農 村 に く ら

べ る とき わ めて 小 さ い 。 バ ンコ ク近 郊 のB縅g Chanで は1949年 調 査 で33・9ラ イ

[SHARP et al.,1953:P.146],1953年 調 査 で30.7ラ イ[KAMOL,1955:P・675]で

あ り,ま たBang Khuatに お いて も23.6ラ ィ に達す る[KAUFMAN,1960:P・225]。

しか し北 部 タ イ に お いて は一般 に古 くか らの開 発 に よる耕 地 の細 分 化 の進 行 と,灌 概

体 系 の発 達 と移 植 法 の古 い伝 統 な どに よる高 い土 地 生 産 性 に 支 え られ,経 営 規 模 は 中

部 タ イ よ りは るか に下 ま わ って い る29》。Kingshi11は1953-4年 の調 査 で,サ ー ラ ピ

ー郡 のKu Daengで 平 均 経 営 面 積6.6ラ イ と して お り[KINGSHILL,1965:P.25],

ま た友 杉 に よ る1962年 の 同 じサ0ラ ピー 郡San Kapt5ngの 調 査 も,村 内 に お け る非

29)Zimmermanに よ る1930年 の全 国 に わ た る農 家経 済 調 査 で は,チ ェ ンマ イ県4力 村 を含 む

 北部 タ イ諸県12力 村 の 土地 所 有 規模 は9.56ラ イ で,同 じ く中 部 タイ12県 で は28・35ラ イで あ っ

 た[ZIMMERMAN,1931:pp.25「26】 。
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耕 作 地 主 の 卓 越 と 自小作 ・自作 農 の所 有 経 営 規 模 の 零細 さ を 指 摘 して い る[友 杉,

1969:PP.167-170]。 ま た1964年 のWij eyewardeneに よ る 支谷 メ ー テ ー ン の農村

調 査 に お いて も,ほ ぼ全 村 の半 数 の 世帯 が 所有 地 を もた ず,し か も小 作 で ない 農 業 労

働 者 で あ り,経 営 農 家 の 平 均 所有 規 模 は 約5ラ ィ と し て い る[WIJEYEWARDENE,

1967:pp.77,79]。

 この よ うに これ まで の チ ェ ンマ イ盆 地 の 農 村 調 査 は,中 部 タ イの デ ル タ農 村 に比 較

して経 営 規 模 が きわ めて 小規 模 ・零 細 で あ る こ と,そ れ と とも に小規 模 な在 村 地 主 と

小 作 に よ る広 範 な地 主 小 作 関係 お よ び多 くの農 業 労働 者 の存 在 を 明 らか に して き た。

ノ ー ンパ ー マ ン もそ の例 に もれず,小 作 農 率 は高 く,全 農 家 に 占 め る割合 は28%で あ

るが,経 営農 家126世 帯 全 体 で 占め る割 合 は45%で あ る。従 来 の官 庁 統 計,例 え ば比

較 的 新 しい総 理 府 統 計 局 の 仏 暦2511年(1968年)農 地 ・収 穫 調 査 にお い て は,北 部 タ

イで 最 も小 作農 率 の高 い チ ェ ンマ イ県 に つ い て,自 作 農6hao kh5ng thangmot 66.

23ｰ0,自 小 作 農ph亘chao bang suan 7.0400,小 作 農ph� chao thangmot 26・73%

の 数 値 を 与 え て い る30》[SAMNAKNGAN SATHITI HAENG CHAT,1968:P.58]。 しか し

ノー ンパ ー マ ンを 含 め,他 の農 村 調 査 に み られ る よ うに,少 な くと も開 発 が 古 く,し

か も近 年 に お け る商 品経 済 の浸 透 が い ち じ る しい チ ェ ンマ イ盆地 お よ び そ の縁 辺 部 に

お いて は,実 質 的 な小 作 農 率 は この 数 値 を は るか に上 まわ る もの と考 え られ る。

 ま た ノー ンパ0マ ンの場 合,全 経 営 面 積 は701.50ラ イで,そ の う ちの小 作 地 は405.

00ラ イ で58%の 割 合 を しめ る 。 この小 作 地 は主 と して村 内 の30世 帯 の地 主 か ら提 供 さ

れ る(315ラ イ)が,村 外 の地 主 か らの借 入 れ も若 干 あ り,90ラ イ に の ぼ る。 この村

外 か らの借 入 れ 小 作 地 は,ほ とん ど隣…接 の村 あ るい は郡 庁 所在 地 のRim Tai村 の在

村 地 主 か ら提 供 さ れ る もの で,少 な く と も水 田 に関 す る か ぎ り,大 規 模 な 土地 集積 に

よ る不 在 地 主 の存 在 を示 唆 す る もの は な い。 小 作 地 率 に つ い て も官 庁 統 計 は これ を き

わ めて下 まわ る数 値 を 与 え て い る 。仏 暦2514年(1971年)の 農 務 ・協 同組 合 省 農 業経 済

局 に よ る全 国土 地 利 用 調 査 に よれ ば,チ ェ ンマ イ県 は中 部 の デ ル タ の諸 県 につ いで高

い小 作地 率 を しめ,自 作 地n並ath五kh5g toneng 68.;..,小 作 地n並athlch ao 22.26

00
,そ の他n蚤athi漁 廿n 8.90%で あ る[KRAsuANG KAsET LAE SAHAK5N,1972:P.

13]。 そ の他 の カ テ ゴ リー とは,法 的 な 所有 権 を持 た ず,ま た貸 借 も して はい ない が,

い か な る賃借 料 も支払 わ ず に その 土地 を利 用 す る者 と され る 「KRASUANG KASﾉT LAE

SAHAK5N,1972:n。 P.1]。 この8.90%の そ の他 は,各 地 で広 くみ られ る親 族 内,と

30)こ の調査 における小作農率 の最高は,中 部 タイのデル タのRangsit運 河網の大半を しめる

 Pathum Th縅S県 で70.80%,さ らに首都近郊農村を占めるThonbur�ｧ の61.23%が 続 く

 [SAMNAKNGAN SATHITI HAENG CHλT,1968:pp.58-60]。
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くに親子間の無償の土地貸借などを示唆するが,そ れらの数値は調査方法そのものに

対する今後の撹判を必要 とし,県 全体の地域的偏差が問題とされねばならない。いず

れにしろチェンマイ盆地 とその縁辺部においては,小 作農率 ・小作地率はこれ らの数

値以上に高いと推定され,ノ ーンパーマンの小作農 ・農業労働者の卓越を特徴とする

土地所有状況は,必 ずしもきわめて特異なものではなく,チ ェンマイ盆地全体,少 な

くとも筆者が短時間の聴取 り調査を行なうことができたメー リム郡については普遍的

にみ られる現象である。

2) 地主 ・小作関係の特色

 以上のように村の職業構成 ・土地所有形態について概観したが,こ れ らの客観的現

象を支える村落社会の内実について若干ふれておきたい。まずなによりも重要なのは,

小規模な在村地主の存在と小作農 ・農業労働者の卓越によって特徴づけられる村の社

会経済生活における地主 ・小作関係の性格である。地主の平均年齢は高 く,特 に非耕

作地主には老齢者が多 く,そ の大半は近年まで農耕に従事 していて引退 した者が多 く,

耕作地主の場合も若干の雨季の水稲耕作を行なうが,多 くはその経営を大豆 ・タバコ

など乾季の換金作物栽培のみに縮少 し,雨 季にはすべての所有地を小作させる場合が

多い。一方小作農の平均年齢は低 く,し かもその大半は両親の世帯か ら比較的近年に

独立した夫婦と未婚の子よりなる核家族によってしめられる(57世帯中47世帯)。 さら

にこれらの小作農のうち約半数(28世 帯)は,地 主である両親31)な いしはきわめて近

い親族の所有地を借入れている当初からの小作であり,自 作 ・自小作農で土地を売却

して小作農となった若干の世帯も含まれる。

 このようにしてみると,村 の地主・小作関係の半数は,親族内部の土地の貸借関係で

あり,こ のような小作農は地主である親の死亡時点か,そ れ以前において親の所有地

のすべて,も しくは一部を相続 し,自作農に上昇転化す る強い可能性をもっている。こ

の親族内小作の耕作する地片は,将 来的に 自らが 親の 遺 産 としてpen bualadok

(C.T.:pen moradok)当 然相続するものとして強く意識されている。 同時に地主で

ある親 も,子 に均等 に遺産 として相続させるか,そ れ以前に所有権iをすべての子に均

等に譲与するriok kammasit h� 1伀 tuk khon h� piang kan(C.T.:yok kammasit

hai 1伀 thuk khon hai thao kan)こ とを理想としている。 それまでの期間,結 婚 し

て独立した世帯を形成した子は,水 稲耕作か ら退いた親を扶養するためにその所有地

の一部を小作することになる。

31)結 婚後 の1年 ない し数年間,親 の屋敷地 ・家に同居する期間がみ られ,一 般的に妻方居住

 が卓越 している。地主 とな るのはかな らず しも妻 方の親だけではな く,夫 方か ら土地を借入れ

 る場合 もみ られ る。
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 も っ とも安 定 した農 業 経 営 に従 事 す る 自作 農 は,年 齢 もほ ぽ地 主 と小 作 ・自小 作 農

の 中間 に位 置 す るが,年 をへ る に した が って 小 規 模 の地 主 に転 化 し,同 様 な親 族 内地

主 小 作 関 係 を 形 成 す る に い た る。 自小 作農 の場 合 も地 主 で あ る親 の所 有 地 を相 続 して

自作 農 に転 化 す る可能 性 を もつが,そ の 比率 は少 な くわ ず か16世 帯 中4世 帯 で あ る。

そ の う ちの 多 くは親 族 外 か らの土地 提 供 を うけ,次 の 子 の 世代 に お いて も,す べ て の

経 営 耕 地 を 所 有 す る自作 農 に上 昇 転 化 す る可 能 性 は きわ め て少 な い。 こ の よ う に親 族

内地 主 小 作 関 係 は,土 地 所 有 の一 つ の 周 期 に も とつ いて 展 開 して い る とみ る こ とが で

き る32》。 地 主,自 作,小 作 で あ る とい う こ と,す な わ ち一 時点 で の土 地 所 有 の 存 在 形

態 は,土 地 所 有 周 期 の0段 階 を示 す もの に他 な らない 。水 田可 耕 地 と して のあ らた な

土 地 占取 の 可 能 性 が 閉 ざ さ れ た現 在,親 族 内地 主 小 作 関係 は土 地 所 有 周 期 の そ れ ぞ れ

の階 梯 を く り返 しな が ら,土 地 所 有 の 縮少 的再 生 産 を 続 け,零 細化 を と げつ つ あ る。

 小 作 料 の 形 態 は,先 に み た ご と く,親 族 内地 主 小 作 関 係 に お い て は,1930年 代 頃 ま

で は30%ど ま りの現 物 納 で あ るkh� huaが 大 半 を しめて いた とい わ れ る。 そ の 後,

現 物 折 半 で あ るkh縣h� koeng(C・T・:kh� chao baeng khr佖g)が 圧 倒 的 に優 勢 と

な り,今 日,kh� huaは き わ めて 少 な くな った。 親 族 内外 を 問 わず 基 本 的 な小 作 料形

態 で あ るkh� ph� koengは,水 田耕 起 の 際 の水 牛 耕 賃kh緻hw緤を 差 引い た残 り

の籾 を 地 主 ・小 作 間 で折 半 す る方 法 で あ る。 収 穫 物 の 折 半 とい う小 作 料 形 態 は,飯 米

生 産 を 基 本 とす る この地 域 と異 な り,19世 紀 末 以 来,輸 出米 生 産 を第 一 義 的 に 志 向 し

たデ ル タの 小 作 料 が,現 金 定 額 を 含 め て3分1か ら最 高2分1に 止 ま って い る こ とな

どを 考 慮 す れ ば,タ イ 国各 地 域 の 中 で きわ めて 高 率 な も の と み な さ れ る33)[KROM

PHATTAHNATHIDIN,1969:pp.58-59],[KAMOL,1965:pp .61-62],「 友 杉,1969:

PP・172-174]。 高率 なkh� ph� koengは,小 作 農,と りわ け土 地 所 有 周 期 に お け る

32)す でに水野 は東北 タイのD5n Daeng村 の調査 において,農 地を所有せず,親 の所有する

 農地を共同で耕作 し,そ の分け前で生計 を維持する親族共同体的農業従事老世帯の存在を明 ら

 か に した。その経済的依存関係 は親族関係 のうちに吸収 され,対 立 ・反 目の関係 を生 じる契機

 を構成せず,し たが ってその社会 関係は一般的な地主 ・小作関係で も,ま た農業労働者のそれ

 でもない と規定 したf水 野・1965:PP・3←351。 さらにこれ らの親族労働者の発生 は家族の周

 期的発展段階上の諸形態 と密接に関係 していることが明 らかにされ[水 野,1968:pp.3-6],

 この ような共同耕作の 関係を 屋敷地共住集団ない し屋敷地共住結合 とよんでいる[Mczuxo,

 1968:pp.842-852],[水 野,1975:p.65]。 ノー ンパ ーマ ンにおける土地所有 と家族 ・親族の

 諸形態 との関係 は別個に論ず る予定であ り,こ こではさしあた り,親 族 内の土地貸借 に もとつ

 く関係を親族 内地主小作関係 と規定する。このよ うな関係においては親族関係 に規定 され る共

 同性 はた しか にみ られる ものの,地 主 としての親は明確 に小作料を収取す ることを目的 として

 いるか らに他な らない。

33)中 部タイのB互ng Chanの 場合,1948年 調査で平均6.2 thang,1952年 調査で平均8.l thang

 に上昇 している。 ライ当平均収量32thangで20%か ら31%へ 上昇 している[KAMoL,1955;

 pp.62-63]。
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所有 地 確 保 の可 能 性 か ら はず れ た親 族 外 の 小作 農 の農 業 経 営 に と って,き わ めて 苛酷

な条 件 とな って い る。

 小 作契 約 は毎 年 口頭 に よ って行 な わ れ るが,絶 対 的 な土 地 不 足 の も とに あ って,小

作地 を め ぐる需 要 供 給 関係 は地 主 に は るか に有 利 に展 開 し,親 族 外 の 小作 農 の変 更 も

と きに み られ る。 開 田の 可能 性 が ま った くな く,国 有 保 護 林pa sanguan以 外 の 限界

耕 地 の開 墾,す な わ ち村 の東 側 のphaeを 切 りひ らい て サ ツ マ イ モman kaeo(C.T.:

man th騁),キ ャ ッサバt縅g b縅(C.T.:man sampalang)な どの 畑 作,も し くは

竜 眼,バ ナ ナ(特 にkuai tai, C.T.:kluai namw�)な ど の果 樹 栽 培 に従事 す る こ と

が,あ らた な土 地 占取 ・開 墾 の残 さ れ た唯 一 の 道 で あ る。 この よ う な きわ め て 困難 で

しか も限 られ た開 墾 に よ る土地 供 給 の可 能 性 は ほ とん どゼ ロ に近 く,し か も多 くの農

業 労 働 者 を 含 め て,小 作 地 を 求 め る村 人 が 多 く,小 作農 と して の経 営 は きわ め て 不安

定 な もの とな らざ る を え ない 。

 この よ うな状 況 下 に おい て,農 業 労働 者 お よび 小 作農 の大 半 は,稲 作 の 作業 過程 の

う ち苗取 り ・田植 ・稲 刈 り ・稲 束 ね な ど あ らゆ る機会 を つか ん で 日雇 労 働 に従 う と と

もに0小 規 模 な土 木 工 事,牛 車15(C.T.:kwian)に よ る薪 炭木 の運 搬 な ど村 内 お よび

近 隣…村 の 日雇,さ らに は隣…接 す る メ ー テー ン郡 の 山地 部 に お け る野 生 茶miang((- .a一

膨 ♂伽'加 垂70,Shan type var. burmensis)の 茶 葉 摘 み, miang醸 酵 茶 の 製 造 へ の 出

稼 ぎな ど,き わ め て 多種 の 日雇 労 働 に従 事 して 現 金 収 入 を も とめて い る。 また 乾 季 に

お いて は彼 らの 多 くは,地 主,自 作 さ らに は小 作 農 か らa. 5-1ラ イ程 の土 地 を 借 り

て タバ コ ・大 豆 な ど 換金 作 物 の 栽 培 を行 な って い る。 農 業 労 働者 の場 合,自 己 の飯米

の確 保 は,基 本 的 に は1日1thang(201)を 相 場 とす る村 内 お よ び近 隣 村 に お け る稲

作 の農 作 業,そ の他 の半 端 仕 事 を 含 む 日雇 で あ った が,近 年,顕 著 な変 化 が み と め ら

れ る。 そ れ は こ こ10数 年,と くに1960年 代 以 降 急 速 にみ られ る よ うに な っ た,国 有保

護 林 のphaeに お ける陸 稲khao haiを 主 とす る焼 畑耕 作 で あ り,農 業 労 働 者 の比

較 的年 齢 の若 い世 帯,小 作 農 の一 部,さ らに は 自作 農 で 経 営 面積 が小 さ く,し か も若

い年 齢 層 の労 働 力 を 有 す る場 合,飯 米 の 確保 も し くは補 充 を,焼 畑 に よ る陸 稲(モ チ

種)栽 培 に依 存 す るケ ー ス が 多 くな って い る。

 この よ うな伝 統 的 な 水 稲 耕 作 を行 な って い る 農 村,と くに支 谷,盆 地 縁 辺 部 の農

村 に お け る周 辺 の フ タバ ガ キ サバ ン ナ林 のphaeの 焼 畑 は,メ ー テ ー ン郡 に お い て も

近 年 増 加 しつ つ あ る とい わ れ[WIJEYEwARDENE,1965:P.256;1967:P・77],ノ ー

ンパ ー マ ンで は水 田 の全 経 営 面積 の10%強 の80ラ ィ余 に達 す る(表5)。 しか し これち

の陸 稲焼 畑耕 作 は古 い農耕 文 化 の残 存 を直 接 に 示 唆 す る よ うな もの で はな く,あ くま
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で土地不足と,村 の過剰労働力を吸収する都市などの外的な労働力需要の低さ,そ の

結果としての農業労働者の村内における滞留 といった社会経済的条件に規定されるも

のであり,伝 統的な水稲耕作のいきづまりを象徴するものに他ならない。いずれにし

ろノーンパーマンにおける小作農 ・農業労働者の卓越は土地所有,農 業経営などの側

面からみれば,き わめて深刻な状況をもたらしているのである。

IV.ノ ー ンパ ー マ ンの灌 概 体 系

1.稲 作農耕技術

 村の伝統的な農業,と くにその中でもっとも重要な稲作について論ずる場合,土 地

所有の形態,稲 作の農作業に投入される労働力の存在形態および農耕技術,す なわち

生産力構造にわたる記述が必要となる。前章において土地所有形態についてはその大

要を示 した。また家族 ・親族と労働力の存在形態に関しては別稿に記述される予定で

あるので,次 にラーンナータイの伝統的農村としてのノーンパーマンの稲作技術につ

いて略述する。その際,必 要なかぎりにおいて稲作の作業過程における労働力のあり

方についてもふれる。

 村の経済生活のあらゆる局面において商品経済は浸透 しており,乾 季裏作によるタ

バ コ・大豆などの換金作物の栽培か ら日雇にいたるまで,村 人の現金収入を求める活

動はしだいに拡大 してきている。 しか し飯米の生産および日常の漁携 ・採集などにお

いて,な お自給的な性格を強 くとどめている。先にもふれたごとく村人の飯米の確保

は主要には雨季の稲作,と りわけ4堰 がか りの水稲耕作に依存している。 したがって

ノーンパーマンの稲作の主要な形態はこの雨季の伝統的な水耕耕作であり,以 下にそ

の作業過程の順を追 って記述することによって村の稲作技術の体系を明 らかにしたい。

 種籾 ・苗床 ・播種

 雨季稲作,い わゆるmain season cultivationは,気 象的 ・水文的諸条件によって

規定されるが,種 籾khaoこh廿aの 品種は伝統的に成育期間によって区分され,村 で

用いられる種籾品種はすべて在来種ないしは地方的に改良された感光性の稲である。

北部タイのこれらの在来種はきわめて多数にのぼり,主 要な形態分類だけでおそらく

数百種類に達するといわれる[WATABE,1967:p.371。

 ノーンパーマンにおける1974年 に作付された雨期の感光性の種籾の品種を,球 育期

間の長短によって示せば表6の ごとくである。大半はモチ種であり,1俉ng yaiの み

がウルチ中生種であって経営農家のうち7世 帯が販売のため栽培するにすぎない。も
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っ と も作 付 面 積 が 大 き く,村

人 の飯 米 と して 好 ま れ るの は

d5 daeng(1ai d5)で, san pa

tsngは 籾 重 量 がd5 daeng

に くらべ て 重 く商 品米 と して

適 し て い る。 ま たlai ton

khamは 中 生 種 と して は感光

性 程 度 が高 く,湛 水 期 間 が 長

く深 田 に適 して い る とい わ れ

る。村 で 近 年 作 付 され る品種

の 大 半 は ほ ぼ上 記 の3種 の モ

チ 種 で しめ られ,早 生 種 晩

生 種 は少 な い。 ラ イ 当 り平 均

籾 収 量 は いず れ も約60thang

(1,2001)で,中 部 タ イ に く

らべ て2倍 近 くに達 す る。

          国立民族学博物館研究報告  1巻4号

表6 ノーンパーマ ンにおける雨季稲作の在来品種

伝 統 的 品 種 品  種  名 生育日数

品種区分 区 分 (N)モ チ種,(C)ウ ル チ 種 (日)

早生種
moei n5ng(N)

(d5 m並ang f互ng)

130

閃
 ゲ

霜8
辟81
訟

d5 daeng(N)

(1互idiり

san p互t5ng(N)

155～160

155～160

)

kam ph互i(N) 155～160

中生種 1互imon(N) 155～160

1互isans互i(N) 155～160
犀
ゲ

§8
1廿ang yai(C) 155～160

辟窟,

訟
1互itonkh互m (N) 160

)

1五idaeng(N) 160～165

晩生種
1互ip1(N) 165

出所:1975年 調 査,お よ びChonprath互n d互n Ph5yap, Krom

   ChonprathEnの 教 示 に基 ず く。

 前 年 に確 保 され た種 籾 は,竹 で 編 み,水 牛 糞khi khwai,牛eC khi nguaも し くは

ヤ ー ン油namman fiang34》 で 目つ ぶ しされ た容 器bungに 入 れて 米 倉lsng khao

に 保存 され る。 これ らの 種籾 は3日 程 用 水 路 の 中に 浸 け,'さ らに一 晩 木 か げ に放 置 し

て発 芽 させ た後,苗 床 に播 種 され る。

 苗 床 は経 営 水 田 の う ち比 較 的高 い一 画 が 選 ば れ,多 くは 家族 内労 働 力 に よ り,時 に

協 働 労 働で あ る等 価 的 労 働 力交 換ao mti sai mU35)に 依 存 し,半 水 苗 床 と して 仕 立

て られ る。 ル ー族 の伝 統 的 な 陸 苗 床 は こ こで は み られ な い36》。播 種 は基 本 的 に は 男 に

よ って行 な わ れ,肩 か ら腰 に か けて 吊 さ げた 籾 籠 か ら散播 さ れ る。 種 籾 量IA本 田1ラ

イに つ き 平 均0.5thang←10t)程 度 で,各 農 家 で 多少 異 な る。 苗 床 耕 軽 か ら播 種

に い た る苗 床 作 業 は5月 末 か らは じま り,6月 中 に は ほ とん どの農 家 で は 終 了 す る

(写真8)。

34)fiang(1)iPterocarPus alatecs)か ら採取 され る樹 油,注14)参 照 。

35)チ ェ ンマ イの 各 地 で呼 称 は異 な る。 中部 タ イで はao raeng, khっraeng, long khackと して

 ひ ろ く知 られ て い る。労 働 交 換 に もとつ く農 作 業 の相 互 扶 助 の 北 ラオ ス,北 タ イ の各 農 村 に お

 け る例 は[岩 田,1964:PP. 23-24]参 照 。

36)ル ー族 に よ る陸 苗床 の慣 行 は東 南 ア ジア の 稲 作 農 耕 技術 の上 で は き わ めて 特 異 な位 置を し

 め,す で に早 く岩 田 な ど によ って指 摘 されて い る[岩 田,1963:P.34],[MoERMAN,1968:PP・

 53-54]o              .
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田邊 ノーンパーマ ンの灌慨体 系

写 真8 半水 苗 床tE k5に お け る播Pt k5n w5n k互(1975年6月22日)

半水苗床 は水 田中の高みに設け られ,短 冊状 の畝と して,土 を少 しもりあげ,

畝間の溝 に濯慨水を 引 く。 また溝 は播種な どの作業 の通路 と して利用 され る。

 水 田耕 起 ・整 地

 5月 末 か ら6月 初 旬 に は苗 床 お よ び本 田の 耕 起 作 業 が 開 始 され る が,そ れ と時 期 を

同 じ く して 幹 線 用 水 路 の 水 門 が全 開 され 各 圃 場 に用 水 が 入 れ られ,湛 水 状 態 に保 たれ

る。黎 耕 は一 頭 び きの 水 牛 に よ る木 製 の黎thaiが 用 い られ る。 村 に現 存 す る黎 の形

態 は,黎 梢kan tangに 直 接 黎 刃bai thaiが 付 け られ,黎 韓kan thaiに 直 交 す る黎

柱 を有 す る有 柱 無 床 の 支 柱Pa- thai dangと,黎 梢 の 先 端 に 同一 木 で短 い黎 床hua mU

(豚 頭)を 設 けた豚 頭摯thai hua mrtの 二 形 態 に大 別 され るが,広 く ラー ンナ ー タ イ

に み られ る前 者 の 支 柱黎 が こ こで も卓 越 して い る37}(写 真9)。

 黎 耕 は各 圃 場 へ の樋 口pak tang namに よ る用 水 調 節 に よ って,も っと も条 件 の

よい箇 所 で約8niu(≒20 cm)の 田 面水 深 で 行 な わ れ,耕 深 は 浅 く3-4 niu(7・5-

10cm)に と どま る。 黎 耕 は平 均O・ 5-1・ 5ラ イ ほ ど の せ ま い一 筆 の 圃場 を左 旋 回 で 行

な わ れ,平 均1日,0.6-0.8ラ イ の ペ ー ス で続 行 され る38)(写 真10)。 そ の 後,数 日

の水 牛 と人 の中 休 み が あ り,そ の間8niu程 度 の深 水 に保 た れ て,雑 草 の黎 込 み と深

37)タ イ にお け る黎 の形 態 分類 に 関 して は[八 幡,1965:PP・178-186]を 参 照。 渡 部 は チ ェ ン

 マ イ の支 柱 摯 を,Hopfenの 形 態 分 類 のtriangular typeに 位 置 づ け,中 国黎 の 一一Ptと して い

 る[WATABE,1967:P.65],[HoPFEN,1960:PP. 53-54]。

38)Siraphi郡 の調 査 で は黎 耕1日1ラ イ,肥 耕1日1. 5ラ イ の ペ ース だ と いわ れ る[WATABE,

 1967:p.66]o
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写 真9 ノ ー ンパ ーマ ンの黎 の2形 態

   a:豚 頭摯thai hua mti

   b  支柱黎thai dang

水保持によって雑草の生育が妨げられる。この深水保持は田植時まで続けられ,ひ き

つづく駝耕による代かきと均平はこの深水状態において行なわれる。肥かけkan ftia

は中休み10日程をはさんで黎耕と同程度の時間と労働力が投入され,さ らに田植直前

における均平作業kan piangを もって耕起から整地のすべての作業が完了する。そ

の期間における作業は中休みを含めて1日0.15-0.17ラ イ程度で進行するが,苗 床

期間が30-40日 であるため,そ れに合わせて耕起 ・整地作業はすべて完了されなけれ

ばならない。この間の水牛使役の大半は水牛小作によってなされ,自 らの水牛を有す

る農家は20世帯で経営農家の20%に 満たない。

 苗 取 りkan lok ka mat ka・ 移 植kan puk khao ka

 均平 作業 が終 る とた だ ち に苗取 り と田植 が 行 なわ れ,7月 初 旬 か ら開 始 され お そ く

と も8月 中旬 に は終 了 す る。 村 に お け る伝 統 的 な移 植 法 は苗床 期 間30日 の 苗 を 本 田 に

移 す 方 法 で,こ の よ うな1回 のみ の移 植 の苗 をka fsiと よぶ 。 しか し7-8年 来,

深 田na hOngに お け る2回 移 植 が 普及 しは じめ,こ の苗 をkaこhSmと よん で い る。

ka 6h5mは 苗 代 期 間 約15日 で 苗取 り し,苗 代 面 積 の約2倍 の 本 田の一 部 に第1回 目

の移 植6hSmを 行 な い,さ らに30日 間 お き苗 丈70-80 cmに 成 長 させた 後,本 田全

域 に第2回 目の移 植puk khao kaを す る方 法 で あ る 。この2回 移 植 法 はTong N5ng
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田邊 ノーンパ ーマ ンの灌概 体系

         写 真10 支 柱 黎thai dangに よ る黎 耕

耕転 はつねに左旋 回で行 なわ れ,田 面水深約20cmの 深水 に保たれ る。ただ し黎痕h5i thai

を見失 うまでの深水 にはされ ない。中部 タイの水 がか りの よい地域 で行なわれ る粗耕thai da,

反 転耕thai praeに よる2回 耕転 はあま り見 られず,圃 場 に水 の入 る適期における1回 の耕転

が卓越する。

PamanとTong Huai Saiの 一 部 の深 田 に のみ 分 布 し,本 田 へ の移 植 時 期 に水 深 が

8niu(20 cm)以 上 とな る よ うな圃 場 にの み か ぎ られ る 。 ka fsiの 場 合,移 植 時 で 水

深4-5niu(10-12.5 cm)に 保 持 す る のが 一 般 的 で あ るが,8-10 niuに 達 す る よ うな

微 地 形 的 な深 み の水 田で は 田蟹PU naに よ る幼 苗 へ の 害 が 多 い とされ る。 村 人 は2

回移 植 法 を深 田 に お け る 田蟹 お よび タ イ ワ ンタガ メmaeng da n乱(Lethocerus indicus)

を防 ぐた め と一一maに 理 解 して い る。 しか し渡 部 らは その 他 に,移 植 が2回 く りか え さ

れ る こ とに よ る過 度 の葉 茎 繁 茂 の抑 制 機 能 を指 摘 して い る[WATABE,1967:PP.69-

70](写 真11)。

 'もっ と も一 般 的 で あ るka f5iの 苗 取 りは,草 丈60-70 cmと な った苗 を一 つ か み

つ つ 引 きぬ き,根 元 を直 接 地 上 か 足 に た た き つ けて 泥 を 落 し,両 側 の溝 の水 で 洗 い し,

竹 ヒゴ で結 束 す る。 そ の後 端 切 りが行 な わ れ,苗 は40-50cm程 に切 りそ ろ え られ る

(写真12)。

 苗 取 り後,た だ ち に 田植 えが 行 なわ れ,そ の 日の うち に終 え るの が理 想 と さ れ る が,

長 くと も3日 間以 内で 完 了 す る のが 一般 的 で あ る。 水 深 約10cmの 本 田 に1株5,6

本,苗 間 隔30-40cmで 乱 雑 植 え され,後 退 植 え が一 般 的 で あ る が,時 に前 進 植 え も

み られ る(写 真13)。 苗 取 り ・移 植 と も男 ・女 の双 方 と も行 な い,家 族 内労 働 力 のす べ

て が 動 員 さ れ,さ らに多 くの協 働 労 働ao m並sai m並 に依 存 す る。 ao mU sai mtiは
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原 則 的 に は1日 分 の 労働 力 を取 っ た らao mU,1日 分 の労 働 力 を返 還 す るsai m益 と

い う等 価 的 な 労 働交 換 で あ る が,苗 取 り ・移 植 に お いて は その 他 に1日lthangの

籾 を支 給 す る現 物 日雇kan hap 6hang ao khaoと1日10バ ー ッの 現 金 日雇kan hap

こhang ao ngoenも 普及 して い る 。 さ らに 何 人 か の 日雇 に よ る請 負移 植 もみ られ,1

ライ 当 り20バ ー ッが 相 場 で あ る 。

 移植から登熟までの水田管理

 移植後の水田管理は,水 管理をのぞいてほとんどなく,除 草 もノーンパーマンでは

まったく行なわれず,深 水保持によって雑草が枯死すると考えられている。移植後の

作業で近年の変化は,4,5年 来のRD種 による乾季作の導入 とともに入った化学肥

料の追肥が,雨 季作において も行なわれはじめたことである。それ以前か ら厩肥pui

khskを 基肥として耕起の段階で黎込む例はしばしばあったが,1974年 においては,

12世帯が移植後15-45日 の間に苗の活着をまって きわめて少量の燐安(16-20-O)の

施 肥 を行 な って お り,施 肥 量 は ライ

当 り平 均7㎏ 前 後 に しか す ぎ な い。

在来 種 に た いす る これ らの施 肥 の増

収 効果 お よ び経 済 性 につ いて は,ノ

ー ンパ ー マ ンに 関す るか ぎ り未 だ 明

確 に は しえ な い39)。

 乙の よ うな 近 年 の変 化 を の ぞ いて,

移 植 後 の 管 理 は伝 統 的 に は水 管 理 の

み に集 中 され る。移 植 直 後 か ら しば

ら くは 掌 巾水 深nam IUk fa mU

(4niu=10cm)を 保 持 す るの が 理

想 とさ れ,苗 の活 着 まで の 約30--40

日の8月 か ら9月 初 旬 ま で の 期 間 に

お け る各 圃 場 の用 水 調 節 が 技 術 上 も

っ と も重 要 とさ れ る。9月 以 降 はモ

ン スー ン降 雨 の集 中 に よ って 水 深 は

増 加 す る一 方 で,標 準 的 な 圃 場 で

8-12niu(20-30 cm),深 田で 肘 長

写 真11k5n 6hsm第1回 目の移 植(1975年

    6月22日)

   水深 約10 cm,苗 草丈ikY 20 cm,

   1株5,6本,苗 間 隔 約20cm。

39)在 来 種 に対 す る少量 の施 肥 と増収 効 果 につ いて は[福 井,1975:pp.338-339】 参 照 。
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田邊  ノー ンパ ーマンの灌慨体系

     写 真12苗 取 り10k kA(C.T.:thδn kl司(1975年7月21日)

苗 はkE fsi,草 丈約60 Cm苗 床期間35日 目。短 冊状 の畝の苗 をまず男が一つかみずつ抜き

取 り,足 に根を叩きつ けて泥を落 し,さ らに畝間の溝で洗 った後,後 に したが う女 が竹ひご

で結束mat k互す る。その後 まとめて,端 切 りが行 なわ れる。

   写 真13k試f5iの 移 植puk khao k互(1975年7月25日)

水深 約15 cm,苗 草丈 約40 cm,1株5,6本,苗 間 隔 約30～40 cm。
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       写 真14 デ ル タ の 鎌 と 山 間 盆 地 の ラ ー ン ナ ー タ イ 鎌

a・ デ ル タの 深 田 用鎌,b・ デ ル タの 一 般 的 な 形態(a, b.:Nakh5n Pathom県D5ntttm郡),

c,d,e.ラ ー ンナ ー タ イ鎌(c:Chiang REi県PhEn郡, d:Chiang Mai県S翫aphτ 郡,

e:Chiang Mai県Mae Rim郡Nsng P互man村)

sok(約50 cm)に ま で 達 す る 場合 が あ る。 稲 の 登熟 期 の11月 末 に は 幹線 用 水 路 の水 門

は閉 じ られ,各 圃 場 か ら落水 さ れ る。 この よ う に水 田 の水 管 理 は,移 植 期 か ら活 着 ・

分 けつ ま での 栄 養 成 長 期 間 に お け る用 水 導 水 に よ る水 深 保 持 に最 大 の 努 力 が は らわ れ,

毎 朝 の 圃場 見 ま わ り,畦 畔 の 土盛 り ・補 修 か ら樋 に よ る一 筆 ご との 水 深調 節 な ど に村

人 は腐 心 す るの が 常 で あ る40)。 出穂 以 降 は9月 か ら10月 にか けて の 集 中豪 雨 に よ る洪

水 に対 す る警 戒 が 先 行 し,水 門 の送 水 調 整 が 主 要 な水 管 理 とな る。

 稲 刈 り ・稲結 束 ・脱 穀 ・調 整

 倒 伏 に よ る損 失 の 防止 と収 穫 の便 の た め落 水 され た後,20-30日 間 を へ て稲 刈 りが

開 始 され る。 稲 刈 リのem khiaoは デル タ の深 い轡 曲 度 の もの と異 な り,ラ ー ンナ ー タ

イ 固有 の刃 幅 の せ まい,鋸 歯 状 目立 て を ほ ど こ した浅 い三 日月 型 の優 美 な形 態 を も っ

て い る41)(写 真14)。 この轡 曲 度 の 差 異 は稲 の 倒伏 性,そ のた めの 稲刈 り動作 な ど に

4Q) 日本で一般的 にみ られ る,畔 浸透 による漏水 を 防止す るための丹念な畔塗 りは行なわれな

 い。また栄養成長か ら生殖生長期 に移行する時期における落水,す なわ ち中干は まった く行 な

 われない。

41) ラーンナータイ鎌は戦前の二瓶 の研究にはみ られない[二 瓶,1963:PP. 116-126]。 八幡に

 よるタイの鎌の収集品の うち,南 タイのPrachuap Khiri Khanで 収集 した鎌 はラーンナータ

 イ鎌 にきわめて酷似 している[八 幡,1965:P.210]。 この三 日月型の鎌形態は南 タイで固有 に

 発生 した ものか,ラ ー ンナータイ鎌 の伝播によるものかは不明であるが,大 陸部東南 アジアに

 お ける農具 ・生活用具 などの物質文化の形態発生を考える場合,先 にみた ごとく前近代の戦 争

 による捕虜奴隷 としての農民の移動 ・流動性を背景 として考慮 されねばな らない。まtBoeles

 によるタイの収穫用具 の形態分類において もラーンナータイ鎌が欠落 してい る[Bo肌ES,1966=

 PP.49-一一5 1]o
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よ って 形 成 され て きた鎌 形 態 の差 異 と考 え られ る 「渡 部,1964:P.33],[八 幡,1965:

P.210]。 雨 季 作 の在 来 種 の稲 長 は約120-130 cmで,乾 季 のRD品 種 の9()一一100 cm

よ り も高 く,直 立 した 株 を刈 株 約20cmの 高 さで 刈 りと る。 RD品 種 の 刈 株10cm

よ り もか な り高 刈 り とな る。 した が って刈 り と られ た穂 先 は 肘 長2倍2s5k(約100

cm)と な り,稲 束 を直 接 地 上 に 打 ちつ け る打穀t3 khaoの 動 作 に と って も っ と も適

正 で あ る と いわ れ る42}.

 刈 りと られた 稲 はほ ぼ そ の場 に放 置 さ れて3-4日 地 干 しさ れ,そ の 後 約3つ か み

ご とに竹 ヒ ゴで 結 束 され る。 さ らに そ の圃 場 で3-4日 地 干 し した 後,三 日月 竿 脚 付

天秤1縊 h縣 khaoに 稲 束 を ま た がせ て 懸 け られ 打 穀 場 ま で 男 に よ って 運 搬 さ れ て 穂

を上 に して 稲堆 が築 か れ る。 打 穀 場tal縅g(t�1縅g)は 経 営 圃場 の 中の 高 燥 な 地 点 が

え らばれ,刈 株t5鑑angを 除 去 して ほ ぼ6-10ワ ー(12-20 m)一 辺 の四 辺 形 の 場 が 用

意 され る。 次 に水 牛 に そ の場 を踏 みか た め させ,さ らに地 面 の ひび 割 れ や穴 を,水 を 加

え た水 牛 糞 で 注 意 深 くぬ りつ ぶ して 乾 燥 させ て,打 穀 され た籾 米 の損 失 を ふ せ ぐ。 打

穀 の 際 は結 束 され た 稲 束 を両 手 で持 って 軽 く地 上 に打 ちつ け,脱 粒 性 が 高 い た め か0さ

ほ ど強 打 す る こ とは な い 。二,三 度 打 った後,コ コヤ シの 果 実 を と った残 りの 花 序d5k

bap縊で 数 回 稲 束 に残 った籾 を はた いて 脱 落 させ る 。脱 落 した籾 は籾 よせmai tamta

で集 めて 籾 山 と し,籾 掬 いphakこh6 khaoで 一 人 が籾 を 空 中 に放 り投 げ,一 人 な い

し二人 が風 選 団 扇k縢i khaoを 一 対 つ つ持 って あお い で 落 下 して くる籾 を選 別 す る。

 この よ う に脱 穀 風 選 され た籾 は籾 計 量 桶thang tuang khao(20 1入)で 計 量 さ れ,

と りわ け小 作 農 の場 合,脱 穀 風選 が完 了 した 脱穀 場 で 小 作 料 の計 量 が行 な われ て 地 主

に 支払 われ る。 つ いで 牛 車 に積 み こま れ て各 家 の米 倉 に搬 入 され る。

 稲 刈 りか ら米 倉 へ の 搬 入 ま で の作 業 は,各 経 営 農 家 ご とに 行 な わ れ,各 世 帯 の労 働

力 が 中心 と な るが,家 族 外 の 労 働 力 の調 達 は 各作 業 段 階 ご と に若 干異 な る。 まず 稲 刈

り作業 は登 熟 した稲 の 収 穫 適 期 に短 期 間 の う ちに集 中的 に完了 しな けれ ば な らず,苗

取 り ・移 植 と 同様 に,伝 統 的 に 協 働 労 働 に 依 存 して大 量 の労 働 力 が 調 達 され る。ao

 V mu  V sai muの 無 償 の 労 働交 換 の他 に,現 物 ・現 金 日雇 もか な りみ られ る。 稲 束 の 結

束 作 業 に お いて は 家 族 が 中心 とな り   V V ao mu sai muの 労 働 力 も少 な く,ま た 日雇 も

少 な くな る。 一 方 脱 穀 作 業 は 家 族 も参 加 す るが,何 人 か の村 の12,3才 か ら20才 前 後

まで の若 者 を雇 って,多 くは12月 の 夜 間 の 涼気 の 中で 行 なわ れ る。各 圃 場 の打 穀 場 に

は石 油 ラ ンプが 灯 され,食 事 ・酒 が 供 され て,若 き男 女 の 語 らい の場 とな り,メ ー リ

42)Chiang Khamの ル ー族 の稲 刈 りで は 約50 cmの 刈 株 が 残 され る とい われ る[岩 田,1963:

 P.32]。
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